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序

鹿児島大学キャンパスには，後期旧石器時代から近代までの多くの遺跡が包蔵されてい
ることが，鹿児島大学埋蔵文化財調査室の発掘調査によって，次第に明らかにされてきて

います。これらの成果は，埋蔵文化財調査室年報として逐次報告されてきました。

さて，ここに平成12年度の調査結果の報告として，鹿児島大学調査室年報Vol､16を刊

行いたします。平成12年度には郡元キャンパスにおいて発掘調査2件，立会い調査1件，

桜ケ丘キャンパスにおいては，立会い調査2件が行われました。本年報には，それらの調

査研究の成果が掲載されています。特に郡元キャンパスにおいて行われた総合研究棟建築

および共同溝埋設に伴う調査では，約100軒の住居跡が検出され，遺物量もコンテナ

(42cm×59cm×14cm)に隙間なく詰め込んで約400箱という出土量を見ました。これは

古墳時代後期の大きな集落遺跡であることは明らかで，その当時の生活に関する情報を豊

富に得ることができました。今後の研究によって，その詳細が明らかになることを期待し

ています。

また，付編として，平成6年度に行われた桜ケ丘団地1-8区（難治性ウイルス疾患研究

センター棟増築地）の発掘調査も掲載しております。ここでは，鹿児島でも数少ない弥生

時代前期の住居跡が検出されました。本遺跡は，一般に平野部における農耕社会へ移行し

ていったと考えられているこの時代の，鹿児島のシラス台地上における人々の生活の一端

を窺い知ることが出来る貴重な遺跡です。

現在，キャンパス内では，研究，教育の発展に伴って多くの建物の建築や周辺整備など

が行われ，それに先立って必要な埋蔵文化財の発掘調査が行われています。しかし，総合

大学としての鹿児島大学をもってしても，年々増加する発掘調査や埋蔵物に対する調査お

よび研究体制，保管体制が十分でないのが現状です。特に，従来から言われているように，

遺跡から出土する膨大な量の遺物の保管場所の確保は困難を極めています。また，迅速な

調査および研究を遂行するためのスタッフの数も十分とは言えないのが現状です。これら

の貴重な大学の財産ひいては国民の財産としての埋蔵文化財の調査および研究を行うため

の体制，発掘資料の保管や展示の行える施設の実現について，重ねて各学部のご理解，ご

協力をお願いする次第です。

最後に，埋蔵文化財調査室のスタッフー同による精力的な調査および研究により，この

ように立派な年報を出版する運びとなりましたことを記し，その労を多としたいと思いま

す。

平成14年2月

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会

委員長辻尾昇三
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1.本年報は，鹿児島大学構内において，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が平成12年度に行

なった調査活動の成果をまとめたものである。

なお，平成6年度に行った桜ヶ丘団地1-8区（難治性ウイルス疾患研究センター増築

地）における発掘調査報告を付編として掲載した。

2．本書に掲載している発掘調査及び立会調査は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当し

た。個々の調査の担当者は各章の調査報告に記述した。調査時における図面･写真の担当

は以下の通りである。

2：中村直子・新里貴之

付編：中村・古津生・大西智和・峰山いずみ

3．本書の作成にあたっては，埋蔵文化財調査室が行なった。担当者は以下の通りである。

実測(2：中村直子，付編：寒川朋枝・王力明）

製図(i:中村,2:中村，付編：中村・寒川・王）

作表(i:新里貴之，付編：新里・王）

執筆(i:新里,2:中村，受贈図書：寒川，付編：新里）

概要訳文(英文：新里，中文：王）

編集(新里）

4．桜ヶ丘団地1-8区の出土遺物について，陶磁器は，渡辺芳郎氏（鹿児島大学),焼石の

材については大塚裕之氏，大木公彦氏(鹿児島大学総合研究博物館)，成尾英仁氏(鹿児島

県立博物館)，石器については，横手浩二郎氏(鹿児島県立埋蔵文化財センター)，土器底

部の木葉痕の樹種同定には堀田満氏(鹿児島大学名誉教授)，概要訳文の英文に関して新田

栄治氏（埋蔵文化財調査室室長）のご教授を賜った。

5．発掘調査による遺物の保管は，埋蔵文化財調査室の管理のもと，各学部，部局が収蔵し

ている。また，図面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。



凡例

l昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として，鹿児島大学構内におけるこれ

からの埋蔵文化財調査室に便であるように，鹿児島大学構内座標を郡元団地と桜ケ丘団地

（旧宇宿団地）とに設定した。その設置基準は，以下の通りである。

(1)郡元団地では，国土座標第2座標系(X=-158.200,Y=-42.400)を基点として一辺50mの

方形地区割りを行なった(Fig.3参照)。

（2）桜ケ丘団地では，国士座標第2座標系(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として一辺50m

の方形地区割りを行なった(Fig.4参照)。

2本年報において報告を行なった地点については，一部の立会調査地点を除き,Fig.2～4

にその位置を記してある。

3本年報におけるレベル高は，すべて海抜を表し，方位は真北方向を示す。

4本書で使用した遺構の表示記号は，以下の通りである。

SK:土城状遺構SD:溝状遺構P:ピットKD:層位横転

52．付編で使用した土層の色調は「新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を

使用した。

6遺物に関しては観察表を作成した。その標記，表現については以下の通りである。

調整：調整名称の前の（）は，調整方向を表す｡(－);横位方向，（｜）;縦位，（、);左上がり

の斜位，（／);右上がりの斜位,(X);斜位の重複,(#);縦横位の重複,(?);方向不明，と

した。→は，調整の新旧関係を表す。

色調：『新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を使用し，この色調に当ては

まらないものについては，「～に類似」と表記した。

胎土：粒子の大きさで,̂ (2mm~）・粗砂粒(1～2mm）・砂粒(0.2～1mm）・細砂粒

(0.2mm以下)に分けた。また，砂粒の種類については，特定できないものは，その色調

で表記した。胎土中の砂粒の多さについては，便宜的にl～9の9段階に分けたo9:20%

以上,8:15~20%,7:15%前後,6:10-15%,5:10%前後,4:5-10%未満,3:5%前

後,2:1～5%未満,1:1%以下，とした。

サイズ：復元によるサイズは，（）をつけた。

7本文中の遺物番号は，挿図，図版，遺物観察表と一致している。
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1平成12年度の調査概要

l平成12年度(2000年4月～2001年3月)の調査概要

1.1鹿児島大学構内遺跡の立地と環境

鹿児島大学構内遺跡が所在する鹿児島市は，薩摩半

島の北東部に位置する。東側には鹿児島湾（錦江湾）が

広がり，他の三方は姶良カルデラに由来するシラス台

地に囲まれている。本書に掲載する調査地点は，鹿児

島大学構内の郡元団地と桜ケ丘団地で，それぞれを，鹿

児島大学構内遺跡郡元団地，同桜ヶ丘団地と呼んでい

る。郡元団地は沖積平野の南端部付近に位置し，標高

約7Ⅱ'を測る。従来から周知の遡跡として知られており，

校舎などの建設に伴う事前の発掘調査も多く行われてい

る。昭和59年までは字名などが遺跡の名称として用い

られており，県立医大遺跡，付属中学校敷地内遡跡，釘

田遺跡，水町遺跡も郡元団地内の遺跡である')。付近に

は弥生時代の住居が検出された一ノ宮遺跡2)が見られ

る。郡元団地では古墳時代の住居跡群が多く発見され

ている。現在三つの住居群が把握できている。一つは郡

元キャンパスのほぼ中央部，もう一つは南西部で，いず

れも微高地上に形成されている。中央に位置する住居

群のすぐ北側には河川が確認されている。河川の中か

らは弥生時代から古墳時代にかけての木製品や木杭が出

土している。平成9年度の工学部における調査では，弥

生時代の水田跡が検出されている。古墳時代の水田跡

は現在のところ，稚内ではまだ発見されていないが，古

墳時代の包含層中には多量のイネ・プラント．オパール

が含まれており3)，稲作が継続的に行われていたことが

わかる。桜ヶ丘団地は郡元団地から南に約2.5kmの亀

ヶ原台地上に位置し，標高約7()niを測る。昭和60年に

埋蔵文化財調査室が設置されてからは，「鹿児島大学構

内遺跡宇宿団地」と呼称したが，キャンパス名の変更

に伴い，桜ヶ丘団地と呼んでいる。付近の台地上には，

旧石器時代から縄文時代早期にかけての遺跡が点在し

ており，桜ヶ丘団地でも同様の時期の遺物が出土して

いる。また，縄文時代早期4)，弥生時代前期の住居跡5〉

も確認されている。

註

1松永幸男1986｢第Ⅱ章鹿児島大学椛内遺跡の位憧と環境」

Tab.l平成12年度調査一覧

匝類調査コード地区 調査

I
タ

0
‘

塵患
、⑧

○ノ

Fig.l鹿児島市の位置

「鹿児島大学埋蔵文化財訓査室年報」I鹿児島大学埋蔵文

化財調査室

2)河口貞徳1951｢一の宮遺蹟報告｣『考古学雑誌』第37巻第4号

日本考古学会

3)郡元団地L-6区(中央図普館:未報告）によるプラント・オ

パール定量分析の結果などによる

4)大西智和・新里貴之2000「桜ケ丘団地I-J-10区（受水槽設
世地点）における発掘調査」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室

年報j1-1鹿児島大学埋蔵文化財調査室

5)坪根伸也・松永幸夫1988「鹿児島大学宇宿団地1-8区（医

学部臨床研究棟増築地）における発掘調査報告」『鹿児島大

学埋蔵文化財調査室年報Ⅲ」鹿児島大学埋蔵文化財調査

室」

1.2調査概要(Tab.l)

99-1(総合研究棟建設地）

平成il年度il'月より継続して行なわれた総合研究

棟建設に伴う発掘調査では，古墳時代後期の住居跡が

66件，4基の土城,1基の溝状遺構などが検出された。

また，直径約30mほどの遺物集積遺構(古代以降?)や中

近世の畑跡も検出された。遺物として，土器のほかに

袋状鉄斧や勾玉，ガラス玉，紡錘車，磨製．打製石雛，

期間

発掘調査99-1

2000-1

立会調査2000-A

J-K-3．4区

I-J-'l区

1-.I-8区

2000-15B-C-5．6区

2000-CiM-K-8-9区

総合研究棟建設に伴う発掘調査

共同満埋設に伴う発掘調査

郡元地他基幹整備(焼却炉電気設備等)工事に伴う
立会調査(桜ヶ丘団地）

郡元地他基幹整備(焼却炉電気設備等)工事に伴う
立会調査(郡元団地）

医学部保健学科棟新設に伴う樹木移植等工事

平成11年12月20日一平成12年8月II日

平成12年8月21-9月26日

平成¥2年12月19日･平成13年1月10日

平成12年12月25-27日・平成13年1月2311

平成13年1月29-'M日

I
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1平成12年度の調査概要

石斧，砥石，石包丁などが出土している。

2000-1(共同満埋設地）

総合研究棟関連の共同溝埋設により，99－1の調査に

継続して行なわれた。ここにおいても古墳時代後期の

住居跡が35件，識状遺構2基が検出されている。

立会調査では，特に重要と思われる桜ヶ丘団地の土

層について記載する。2000-Cでは，保健学科前から桜

ケ丘団地グラウンド敷地内に樹木の移植を行なったが，

グラウンド東半側に約50cmの厚さの弥生時代のかなり

良好な包含層を確認することが出来た。グラウンド西

側に向かって旧地形はかなり傾斜することが分かってい

るので，工事等の場合，要注意すべきであり，迅速な対

応が必要である。



1平成12年度の調査概要

Fig.2鹿児島大学構内遺跡の位置(5=1/50000)
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1平成12年度の調査概要
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1平成12年度の調査概要

Fig.4桜ケ丘団地構内図(S=1/4000)

5
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2立会調査

2平成12年度(2000年4月～2001年3月)の立会調査

埋蔵文化財調査室では，平成12年度に3件の立会調

査を実施した。以下，調査ごとに説明する。

2000-A郡元地他基幹整備(焼却炉電気設備等)工事

桜ケ丘団地(Fig.5．6)

調査地点医学部動物実験施設周辺(桜ケ丘団地I-J-8
区）

調査期間12月19日･1月10日

医学部動物実験施設の北側に設置される焼却炉新設

工事のため，立会調査を行った。工事では焼却炉基礎部

分とその周辺に配管のための掘削を行なったので，そ

の部分について調査を実施した。配管部分の掘削深度

は約1.3m～1.5m,基礎部分の掘削は約1.1mにおよんだ。

E一一一一

Fig.5I．J-8区(S=l/500)

a bc

1

1

1

2

2
3

3 3

4

4

－GL 層位は以下のl～

4層までを確認した

が(Fig.6),柱状図

一GL-0.5mに見るとおり，各層

が整合的に堆積して

おらず，2層以下が

－GL-1.0m乱れている状況が観
察できた。遺物など

は出土しなかった。

l層表土･客土
一GL-1.5m

2層明褐色両

Fig.6l-J-8区±層柱状図凸'画ツ｣'司一
(7.5YR5/8)シルト

質砂。約6500年前の「喜界アカホヤテフラ(K-Ah)｣。

3層黒褐色(10YR2/3)シルト質砂◎小石やパミスを含

み，やや粘性を帯びる。

4層燈色(7.5YR6/8)粗砂。約11500年前の「桜島薩摩

テフラ(Sz-S)」である。

2000-B郡元地他基幹整備(焼却炉電気設備等)工事

郡元団地(Fig.7.8)

可
,I

L－一Om

Fig.7B-C-5．6区(S=l/1500)

調査地点

農学部7号館周辺(郡元団地B-C-5-6区）

調査期間12月25～27日･1月23日

焼却炉電気設備aob

1

2
1 1

3

4
2

2 3

4
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！

－GL

一GL･0.5m

－GL･1.0m

等整備の掘削工事

に伴って立会調査

を行なった。農学

部7号館周辺にあ

たる。掘削深度は

約1.0～1．5mに

及んだが,ほとんど

現代の撹乱層であ

った。図中a～d

地点で土層観察を
Fig.8B･C-5-6区土層柱状図

行なったが，特に

プライマリーな層が観察できたa-b･c各地点(Fig.8)に

ついて説明を行なう。それぞれの層位の対応関係は不

明である。

a地点

l層明黄褐色(10YR7/6)シルト質砂。

2層灰黄褐色(10YR4/2)シルト質砂。瓦や鉄を含む。

3層暗褐色(10YR3/3)シルト質砂。炭などを含む。

4層褐色U0YR4/4)細砂。炭や磯を含む。

b地点

l層明黄褐色(10YR7/6)シルト質砂。レンガや瓦を含

む。

2層浅黄橿色(10YR8/3)と灰黄褐色(10YR6/2)の砂層。

c地点

l層にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質砂。

2層灰黄褐色(10YR4/2)シルト質砂。



2立会調査

5層にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質砂。3層黄褐色(10YR5/6)砂層。

4層にぶい黄褐色(10YR5/3)砂層。

I

！ 医短校舎

’ 道路 a

●
●
●
●

ｂグランド
駐車場

●

●
e

●
．

●
●
●
●

Ｃ

実験施設

0 40m

Fig.9H･1.K-8．9区(5=1/1500)

4層黒褐色(10YR2/3)シルト質砂，小石やパミスを含

み，やや粘性を帯びる。

5層橿色(7.5YR6/8)粗砂◎約11500年前の「桜島薩摩

テフラ(Sz-S)」である。

e地点

l層表土。

2届黒褐色(2.5Y3/2)シルト弥生時代(前期･中期前

半･終末期)の包含層。

3層以下は,d地点3層以下に対応。

2000-C医学部保健学科棟新設に伴う樹木移植等工事

(Fig.9．10)

調査地点医学部保健学科南側周辺(桜ケ丘団地H-I-K-

8．9区）

調査期間1月29．30．30日

医学部保健学科棟新設工事に伴う，樹木移植とガス

管埋設における掘削工事に伴って立会調査を実施した。

掘削は，ガス管埋設地点(a地点)･樹木移植地点(b-

c．。．e地点)にて行われた。a地点は，地表下1.4m,

c地点は0.6m,d～f地点は1.0m～1.4mまで掘削

が及んだ。このうち，プライマリーな層が検出されたの

はa｡d-e地点である(Fig.10)oe地点2層から弥生時

代の土器片が出土した。層位の説明は，以下のとおり

である。

a地点

l層表土。シラスや黒色土の混土。

2層横色(7.5Ⅷ6/8)粗砂。約11500年前の「桜島薩摩

テフラ(Sz-S)｣。

d地点

l層表土。

5層明褐色(7.5YR5/8)シルト質砂約6500年前の

「喜界アカホヤテフラ(K-Ah)Jo

．a e

－GL

－GL･0.5m

－－GL-1.0m

Fig.10H-l-K-8．9区土層柱状図
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埋蔵文化財調査室要項

鹿児島大学埋蔵文化財調査室要項

鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

（設置）

第1条本学に,鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会(以

下「委員会」というo)を置く。

（審議）

第2条委員会は，本学の施設計画を円滑に行うため

埋蔵文化財に関する次の事項を審議する。

(1)基本計画の策定に関すること。

（2）調査結果に基づく対策に関すること。

（組織）

第3条委員会は,次に掲げる委員をもって組織する。

(1)学長

（2）各学部長，附属図書館長，医学部附属病院長お

よび歯学部附属病院長

（3）事務局長

（4）学生部長

（委員長）

第4条委員会に委員長を置き,学長をもって充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

（議事）

第5条委員会は，委員の3分の2以上の出席をも

って成立し，議事は出席委員の3分の2以上をもって

決する。

（委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外の者

を出席させ，意見を聴くことが出来る。

（調査委員会）

第7条委員会は，本学の埋蔵文化財の調査を行なう

ため，埋蔵文化財調査委員会（以下「調査委員会」と

いう｡）を置く。

第8条調査委員会は次の事項を審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）第13条に規定する調査室の室長等の選任に

関すること。

（3）第13条に規定する調査室の予算に関するこ

と。

（4）その他埋蔵文化財及び第13条に規定する調

査室の業務に関すること。

第9条調査委員会は，次に掲げる委員をもって組織

し，学長が任命する。

(1)各学部の教授，助教授，講師の中から選任され

た者各1名

（2）第15条2項に規定する調査室長

2前項第1号の委員の任期は2年とし，委員に欠

員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期

間とする。

第10条調査委員会に委員長を置き，前項第1項第

1号の委員の中から互選により選出する。

2委員長は委員会を招集し，その議長となる。

第11条調査委員会は，委員の過半数の出席をもっ

て成立し，議事は，出席委員の過半数をもって決する。

第12条調査委員会が必要と認めるときは，委員以

外の者を出席させ，意見を聴くことができる。

（調査室）

第13条調査委員会に，本学の埋蔵文化財の調査に

関する業務を行うための埋蔵文化財調査室（以下「調

査室」という｡）を置く。

第14条調査室は，次の業務を行なう。

(1)調査実施計画の立案

（2）発掘調査，分布調査及び確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

第15条調査室に，室長，主任及びその他必要な職

員を置く。

2室長は，本学の考古学に関する教官の中から委

員会が推薦し，学長が任命する。

3室長は，調査委員会の定める方針に基づき調査

室の業務を掌理する。

4室長の任期は2年とする。ただし，再任を妨げ

ない。

5主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵文化

財に関する専門知識を有する者を調査委員会が推薦し，

学長が任命する。

6主任は，室長の命を受けて調査室の業務を処理

する。

7職員は，調査室の業務に従事する。

（その他）

第16条埋蔵文化財に関する事務は，事務局施設部

において行なう。

1

2

付則

この規則は，昭和60年4月18日から施行する。

この規則の施行後最初に任命される委員及び室長の



任期は，第9条第2項及び第15条第4項の規定に

かかわらず，昭和62年3月31日までとする。

3鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則（昭和51年

1月22日制定）は，廃止する。

付則

この規則は、平成9年4月1日から施行する。

、鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会（平成12年4月

1日現在）

委員長田中弘允（鹿児島大学学長）

委員辰村吉康（法文学部長）

坂尾隆（教育学部長）

井上政義（理学部長）

佐伯武頼（医学部長）

宮田昌明（医学部付属病院長）

大工原恭（歯学部長）

伊藤学而（歯学部附属病院長）

赤坂裕（工学部長）

西中川駿（農学部長）

上田耕平（水産学部長）

宮内信文（連合農学研究科長）

山口建太郎（事務局長）

寓田正治（学生部長）

中山右尚（附属図書館長）

・鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員（平成12年

4月1日現在）

委員長古川純康（工学部教授）

委員本田道輝（法文学部助教授）

日隈正守（教育学部助教授）

秋山伸一（医学部教授）

小椋正（歯学部教授）

小柴洋一（理学部教授）

松元光春（農学部助教授）

西隆昭（水産学部講師）

新田栄治（調査室長併任法文学部教授）

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長（併）法文学部教授新田栄治

主任（併）法文学部助手中村直子

(併）法文学部助手新里貴之

技術補佐員寒川朋枝

技術補佐員王力明

9
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受贈図書

平成12年度(2000年4月～2001年3月)受贈図書

研究紀要

島根県立歴史博物館紀要第21号群馬県立歴史博物館

大田区立郷土博物館紀要第10号大田区立郷土博物館

かながわの考古学研究紀要5

財団法人かながわ考古学財団

名古屋市博物館研究紀要第23巻名古屋市博物館

紀要富山考古学研究第3号

財団法人富山県文化財振興財団埋蔵文化財調査事務所

研究紀要第9号三重県埋蔵文化財センター

研究紀要第6集財団法人由良大和古代文化研究協会

古事天理大学考古学研究室

大阪市文化財協会研究紀要第3号

財団法人大阪市文化財協会

研究紀要第4号下関市立考古博物館

紀要愛媛創刊号

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

読谷村立歴史民俗資料館紀要第24号

読谷村立歴史民俗資料館

北上市埋蔵文化財センター紀要第1号

北上市立埋蔵文化財センター

逐次刊行物

テェタ北海道埋蔵文化財センターだより第4号

北海道埋蔵文化財センター

苫小牧市埋蔵文化財調査センター所報2

苫小牧市埋蔵文化財調査センター

歴史人類第28号筑波大学歴史・人類学系

きみさらづ第16号財団法人君更津市文化財センター

博物館ノートNq109-114大田区立郷土博物館

研究論集XVIII東京都埋蔵文化財センター

資料目録11東京都埋蔵文化財センター

青山史学第18号青山学院大学文学部史学研究室

研究所要覧-平成12年度一

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

研究所報Nq86-88

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

名古屋市博物館だより133-138名古屋市博物館

研究ノート9号財団法人茨城県教育財団

かがみはらの埋文各務原市埋蔵文化財調査センター

滋賀埋文ニュース第233-24O

滋賀県埋蔵文化財センター

佐加太第11-13号滋賀県坂田郡社会教育研究会

埋文とやまvol､71-73富山県埋蔵文化財センター

みえNq29.30三重県埋蔵文化財センター

京都府埋蔵文化財情報第75-78号

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

アスカデイア・古墳の森vol.12.13

大阪府立近つ飛鳥博物館

葦火85-90号財団法人大阪市文化財協会

青陵第102.103.104号奈良県立橿原考古学研究所

ひょうごの遺跡35-38号兵庫県教育委員会

所報吉備第29号岡山県古代吉備文化財センター

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第23.24号

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

自然化学研究所研究報告第25号岡山理科大学

いぶきNq26-28広島県教育委員会事務局生涯学習部

文化課中世遺跡調査研究室

歴風第25.26号広島県立歴史民俗資料館

ドキ土器まいぶんNo9.11．12

島根県埋蔵文化財調査センター

資料館だよりNq17.18飯塚市歴史資料館

大分市歴史資料館ニュース47.48.49大分市歴史資料館

おおいた歴博Nq6大分県立歴史博物館

南日本文化第33号

鹿児島短期大学付属南日本文化研究所

薩琉文化第70.71号

鹿児島短期大学付属南日本文化研究所

年報

調査年報12財団法人北海道埋蔵文化財センター

北上市埋蔵文化財年報(1996.1997.1998年度）

北上市立埋蔵文化財センター

東北大学埋蔵文化財調査年報13

東北大学埋蔵文化財調査研究センター

東総文化財センター年報5

財団法人東総文化財センター

房総風土記の丘年報22千葉県立房総風土記の丘

栃木県しもつけ風土記の丘資料館年報第14号

栃木県教育委員会

東京都埋蔵文化財センター年報20

東京都埋蔵文化財センター

年報7財団法人かながわ考古学財団

神奈川県立埋蔵文化財センター年報18

財団法人かながわ考古学財団

静岡市立登呂博物館報10静岡市登呂博物館

年報16財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

年報19財団法人茨城県教育財団

三重県埋蔵文化財年報三重県埋蔵文化財センター



富山県埋蔵文化財センター年報

富山県埋蔵文化財センター

京都大学構内遺跡調査研究年報

京都大学埋蔵文化財研究センター

高槻市文化財年報高槻市教育委員会

大阪府立近つ飛鳥博物館館報5

大阪府立近つ飛鳥博物館

橿原考古学研究所年報24奈良県立橿原考古学研究所

城郭研究室年報vol.9姫路市立城郭研究室

倉敷埋蔵文化財センター年報6

倉敷埋蔵文化財センター

岡山大学構内遺跡調査研究年報17

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

下関市立考古博物館年報5下関市立考古博物館

埋蔵文化財調査センター年報VIII島根県教育委員会

愛比売財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

飯塚市歴史資料館年報16.17飯塚市歴史資料館

福岡県埋蔵文化財発掘調査年報福岡県教育委員会

福岡市埋蔵文化財センター年報第18号

福岡市教育委員会

大分県埋蔵文化財年報8大分県教育委員会

大分県立歴史博物館年報1999大分県立歴史博物館

熊本大学埋蔵文化財調査室年報6

熊本大学埋蔵文化財調査室

読谷村立歴史民俗資料館年報第25号

読谷村立歴史民俗資料館

調査報告書

油駒遺跡えりも町教育委員会

北上遺跡群上大谷地・江釣子古墳群・国見山廃寺

北上市埋蔵文化財センター

北上遺跡群国見山廃寺・滝ノ沢遺跡

北上市教育委員会

北上遺跡群江釣子古墳群北上市埋蔵文化財センター

成沢II遺跡北上市教育委員会

曽山遺跡北上市教育委員会

唐戸崎遺跡北上市教育委員会

金成遺跡Ill北上市教育委員会

北上市極楽寺跡北上市教育委員会

横町避跡北上市教育委員会

滝ノ沢遺跡V北上市教育委員会

大堤遺跡北上市教育委員会

江釣子古墳群北上市教育委員会

浮牛城跡II北上市教育委員会

南部工業団地内遺跡I北上市教育委員会

南部工業団地内遺跡Ill北上市教育委員会

受贈図書

藤沢遺跡Ill北上市教育委員会

藤沢逝跡V北上市教育委員会

柳之御所遺跡岩手県教育委員会

岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

青山甚太山遺跡財団法人香取郡市文化財センター

中内原遺跡・北の内遺跡

財団法人香取郡市文化財センター

向井内遺跡財団法人香取郡市文化財センター

掘込II遺跡財団法人香取郡市文化財センター

地々免遺跡財団法人香取郡市文化財センター

竜谷城跡I財団法人香取郡市文化財センター

仲台遺跡財団法人香取郡市文化財センター

織幡ササノ倉遺跡I財団法人香取郡市文化財センター

神田遺跡II財団法人君更津市文化財センター

正源戸B遺跡・子者清水遺跡

財団法人君更津市文化財センター

西谷古墳群・西谷遺跡

財団法人君更津市文化財センター

山王台遺跡・内屋敷遺跡

財団法人君更津市文化財センター

上用瀬遺跡II財団法人君更津市文化財センター

金井崎遺跡財団法人君更津市文化財センター

夏台遺跡財団法人東総文化財センター

篠本城跡・城山遺跡財団法人東総文化財センター

粟島台遺跡銚子市教育委員会

事業報告IX財団法人香取郡市文化財センター

美山町赤根遺跡(C地区）東京都埋蔵文化財センター

日野市栄町遺跡東京都埋蔵文化財センター

多摩ニュータウン遺跡Nq247．248

東京都埋蔵文化財センター

多摩ニュータウン遺跡No939遺跡II

東京都埋蔵文化財センター

多摩ニュータウン遺跡第82.84.85.88.92集

東京都埋蔵文化財センター

汐留遺跡II東京都埋蔵文化財センター

尾張藩上屋敷跡遺跡V東京都埋蔵文化財センター

川口町十内入東遺跡東京都埋蔵文化財センター

代継・富士見台・西龍ケ崎遺跡

東京都埋蔵文化財センター

明治大学記念館前遺跡明治大学考古学博物館

平成7年度陵墓関係調査概要宮内庁書陵部陵墓課

近衛天皇陵多宝塔の仏像についてほか

宮内庁書陵部陵墓課

神奈川県埋蔵文化財調査報告42.43

神奈川県教育委員会
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受贈図書

海老名本郷XV富士ゼロックス株式会社

海老名本郷XVI富士ゼロックス株式会社

海老名本郷XVII富士ゼロックス株式会社

松本岩戸遺跡財団法人かながわ考古学財団

福田丙ニノ区遺跡財団法人かながわ考古学財団

川尻遺跡II財団法人かながわ考古学財団

三ノ宮・下谷戸遺跡(No14)II

財団法人かながわ考古学財団

後山田南遺跡財団法人かながわ考古学財団

高山横穴墓群（2次）財団法人かながわ考古学財団

鎌倉城（二階堂紅葉ケ谷）所在やぐら群

財団法人かながわ考古学財団

鎌倉城（大町3丁目）所財やぐら

財団法人かながわ考古学財団

極楽寺やぐら群財団法人かながわ考古学財団

福泉やぐら群財団法人かながわ考古学財団

長勝寺跡所在やぐら群財団法人かながわ考古学財団

極楽寺やぐら群財団法人かながわ考古学財団

弁ヶ谷東やぐら群財団法人かながわ考古学財団

堂地谷やぐら群財団法人かながわ考古学財団

陣屋谷戸やぐら群財団法人かながわ考古学財団

大塚堂遺跡財団法人かながわ考古学財団

和田山やぐら遺跡群財団法人かながわ考古学財団

半原屈中原遺跡財団法人かながわ考古学財団

吉岡遺跡群VIII財団法人かながわ考古学財団

宮ヶ瀬遺跡群XIII財団法人かながわ考古学財団

宮ヶ瀬遺跡群XV財団法人かながわ考古学財団

宮ヶ瀬遺跡群XVI財団法人かながわ考古学財団

宮ヶ瀬遺跡群XVII財団法人かながわ考古学財団

宮ヶ瀬遺跡群XVIII財団法人かながわ考古学財団

長津田遺跡群IV財団法人かながわ考古学財団

長津田遺跡群V財団法人かながわ考古学財団

天神谷戸遺跡財団法人かながわ考古学財団

三ツ俣遺跡II財団法人かながわ考古学財団

平和坂遺跡財団法人かながわ考古学財団

長柄・桜山第1．2号墳財団法人かながわ考古学財団

坪ノ内・貝ケ窪遺跡／笠窪・谷戸遺跡

財団法人かながわ考古学財団

坪ノ内・宮ノ前遺跡財団法人かながわ考古学財団

草山遺跡財団法人かながわ考古学財団

上土棚南遺跡財団法人かながわ考古学財団

池田B遺跡財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

大谷横穴群財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

押出シ遺跡（遺物編）

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

静清バイパス総括編（集成図・補遺・一覧表）

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

川合遺跡志保田地区

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

桓武西宮・西浦遺跡

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

元島遺跡I財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

静岡・清水平野の埋没古環境情報

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

平瀬遺跡II松本市教育委員会

砂原遺跡II松本市教育委員会

竹測南原遺跡II松本市教育委員会

芝沢遺跡1．11南栗遺跡IV・V松本市教育委員会

大輔原遺跡松本市教育委員会

出川南遺跡VI松本市教育委員会

出川南遺跡IX松本市教育委員会

松本城下町跡試掘調査報告書松本市教育委員会

市内遺跡調査報告II瓶子窯跡

財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書XI

名古屋大学年代測定資料研究センター

野笹遺跡I財団法人岐阜県文化財保護センター

砂行遺跡財団法人岐阜県文化財保護センター

南高野古墳・ニノ井遺跡・市場遺跡

財団法人岐阜県文化財保護センター

いんべ遺跡財団法人岐阜県文化財保護センター

岩井谷遺跡財団法人岐阜県文化財保護センター

上ケ平遺跡II財団法人岐阜県文化財保護センター

上原遺跡II財団法人岐阜県文化財保護センター

船山北古墳群・船山北古窯跡群・船山北遺跡

財団法人岐阜県文化財保護センター

高畑遺跡財団法人岐阜県文化財保護センター

岩垣内遺跡財団法人岐阜県文化財保護センター

戸入村平遺跡II・小谷戸遺跡

岐阜県文化財保護センター

平成10年度各務原氏市内遺跡発掘調査報告書

各務原氏教育委員会

永代遺跡発掘調査レポート

財団法人富山県文化財振興財団埋蔵文化財調査事務所

埋蔵文化財調査概要-平成11年度一

財団法人富山県文化財振興財団埋蔵文化財調査事務所

発掘調査十年のあゆみ

財団法人富山県文化財振興財団埋蔵文化財調査事務所

北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査報告

財団法人富山県文化財振興財団埋蔵文化財調査事務所

大滝遺跡・地崎遺跡発掘調査報告

財団法人富山県文化財振興財団埋蔵文化財調査事務所



森南田遺跡発掘調査報告三重県埋蔵文化財センター

天花寺丘陵内遺跡群発掘調査報告IV

三重県埋蔵文化財センター

南遺跡発掘調査報告三重県埋蔵文化財センター

潮干遺跡（第2次）発掘調査報告

三重県埋蔵文化財センター

長遺跡発掘調査報告三重県埋蔵文化財センター

東村城跡三重県埋蔵文化財センター

佐田遺跡発掘調査報告三重県埋蔵文化財センター

中出向遺跡（第2次）三重県埋蔵文化財センター

埋蔵文化財発掘調査概報I.III.VI.XII

三重県埋蔵文化財センター

道瀬遺跡（第2次）発掘調査報告

三重県埋蔵文化財センター

外山遺跡・片落C遺跡三重県埋蔵文化財センター

中出向遺跡（第2次）三重県埋蔵文化財センター

天花寺丘陵内逝跡群発掘調査報告(V)

三重県埋蔵文化財センター

観音沖遺跡発掘調査報告三重県埋蔵文化財センター

石薬師東古墳群・石薬師東遺跡

三重県埋蔵文化財センター

埋蔵文化財発掘調査概報VI三重県埋蔵文化財センター

門ノ上遺跡発掘調査報告三重県埋蔵文化財センター

北蟻越避跡（第1次)・津賀2号墳

三重県埋蔵文化財センター

六大A遺跡発掘調査報告（木製品編）

三重県埋蔵文化財調査報告

高茶屋大垣内遺跡三重県埋蔵文化財センター

古轡通りB遺跡・古轡通り古墳群発掘調査報告

三重県埋蔵文化財センター

石薬師東古墳群・石薬師東遺跡

三重県埋蔵文化財センター

離宮院跡（法楽町地区）発掘調査報告

小俣町教育委員会

鳳鳳寺遺跡第二次発掘調査報告書大山田村教育委員会

山添遺跡発掘調査報告書安濃町教育委員会

島の山古墳川西町教育委員会

束明神古墳の研究奈良県立橿原考古学研究所

三陵墓西古墳奈良県立橿原考古学研究所

山口遺跡群奈良県教育委員会

南郷遺跡群II奈良県教育委員会

長野市宮崎遺跡立命館大学文学部

史跡・今城塚古墳高槻市教育委員会

長原遺跡東部地区発掘調査報告Ill

財団法人大阪市文化財協会

長原・瓜破遺跡発掘調査報告XIV・XV

受贈図悪

財団法人大阪市文化財協会

難波宮跡の研究第11財団法人大阪市文化財協会

今里大塚古墳・井ノ内車塚古墳第3自調査概要

大阪大学井ノ内車塚古墳調査団

財団法人八尾市文化財調査研究会事業報告

財団法人八尾市文化財調査研究会

鬼塚遺跡第13次15次発掘調査報告書

財団法人東大阪市文化財協会

岩滝山遺跡第6次発掘調査報告書

財団法人東大阪市文化財協会

水走遺跡第4次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

植附遺跡第5次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

若江遺跡第65次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

神並遺跡発掘調査報告財団法人東大阪市文化財協会

宮ノ下遺跡第3次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

鬼虎川遺跡北部の中・近世耕作地跡

財団法人東大阪市文化財協会

馬場川遺跡発掘調査報告書

財団法人東大阪市文化財協会

瓜生堂・若江北・山賀遺跡発掘調査報告書

財団法人東大阪市文化財協会

東大阪市下水道事業完形発掘調査概要報告

財団法人東大阪市文化財協会

鬼虎川遺跡第42次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

西ノ辻遺跡第32次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

貝花遺跡第3次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

鬼虎川遺跡第25次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

西堤遺跡第5次発掘調査報告

財団法人東大阪市文化財協会

西ノ辻遺跡財団法人東大阪市文化財協会

西ノ辻遺跡第17次発掘調査報告書

財団法人東大阪市文化財協会

TSUBOHORI姫路市教育委員会

高畑町遺跡Ill兵庫県教育委員会

波毛遺跡・川添遺跡兵庫県教育委員会

袴狭遺跡兵庫県教育委員会

砂入遺跡兵庫県教育委員会

勝雄経塚兵庫県教育委員会
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受贈図書

北摂ニュータウン内遺跡調査報告書V

兵庫県教育委員会

外野波豆遺跡・外野柳遺跡兵庫県教育委員会

北摂ニュータウン内遺跡調査報告書VI

兵庫県教育委員会

表山遺跡・池内群集墳兵庫県教育委員会

三田城跡発掘調査報告書兵庫県教育委員会

明石城跡Ill兵庫県教育委員会

石ケ坪遺跡勝田町教育委員会

西村古墳群勝北町教育委員会

福呂遺跡1岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

古城池南古墳倉敷市埋蔵文化財センター

府中市内遺跡5府中市教育委員会

帝釈峡遺跡群発掘調査室年報XIII.XIV

広島大学文学部帝釈峡遺跡群発掘調査室

神主城跡・室崎商店裏遺跡・古八幡付近遺跡・横路古墳

島根県教育委員会

三田谷Ill遺跡島根県教育委員会

下山遺跡（1）島根県教育委員会

勝負廻I遺跡・白石大谷II遺跡．シトギ免遺跡ほか

島根県教育委員会

野津原II遺跡（西区）・女夫岩西遺跡？城山遺跡

島根県教育委員会

社日古墳島根県教育委員会

三田谷I遺跡島根県教育委員会

西川津遺跡VII島根県教育委員会

伊倉遺跡下関市教育委員会

無多田遺跡下関市教育委員会

綾羅木遺跡下関市教育委員会

岩崎遺跡松山市教育委員会財団法人松山市生涯

学習振興財団埋蔵文化財センター

大洲遺跡松山市教育委員会財団法人松山市生涯

学習振興財団埋蔵文化財センター

来住・久米地区の遺跡Ill松山市教育委員会

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

古市遺跡・下苅屋遺跡松山市教育委員会

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

太山寺経田遺跡松山市教育委員会

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

住吉神社跡財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

史跡「松山城跡」内研民間跡地

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

新池遺跡・市場南組窯跡

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

阿方遺跡・矢田八反坪遺跡

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

湯築城跡財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

南高井遺跡・森松遺跡

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

阿方春岡遺跡・阿方牛ノ江遺跡・矢田八反坪遺跡ほか

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

道ケ谷古墳・池の奥遺跡・平田七反地過跡

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

旦遺跡・宮之前遺跡・長沢石打遺跡ほか

財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

円通寺遺跡・大柿遺跡三好町教育委員会

勝瑞館跡徳島県教育委員会

小路遺跡・上屋敷遺跡久住町教育委員会

市第IV過跡・トグウ遺跡・花立遺跡久住町教育委員会

定留遺跡田畑地区台遺跡中津市教育委員会

瀬戸墳墓群・瀬戸遺跡・帆足遺跡大分県教育委員会

森の木遺跡大分県教育委員会

尾漕遺跡大分県教育委員会

千塚西遺跡大分県教育委員会

四日市上ノ原横穴墓群大分県教育委員会

其ノ田板碑大分県教育委員会

玉沢地区条里跡大分県教育委員会

治別当遺跡大分県教育委員会

炭竃辿跡大分県教育委員会

上ノ原平原遺跡大分県教育委員会

小野家墓地大分県教育委員会

中原舟久手遺跡大分県教育委員会

原遺跡七郎丸1地区・口寺田遺跡国東町教育委員会

安国寺遺跡国東町教育委員会

遊牧民と農耕民の文化接触による中国文明形成過程の研

究九州大学文学部考古学研究室

合政遺跡群那珂川町教育委員会

中原・ヒナタ遺跡群II那珂川町教育委員会

大薮池遺跡群.後野・山ノ神前遺跡群

那珂川町教育委員会

観音山古墳群V那珂川町教育委員会

前田遺跡群Ill那珂川町教育委員会

安徳台那珂川町教育委員会

古門避跡群鞍手町教育委員会

Ill川前田遺跡「水縄断層」久留米市教育委員会

筑後国府跡久留米市教育委員会

平成11年度久留米市内遺跡群久留米市教育委員会

金丸遺跡久留米市教育委員会

今泉遺跡久留米市教育委員会

木塚遺跡久留米市教育委員会

鳥飼小学校校庭遺跡久留米市教育委員会

筑後国府跡久留米市教育委員会



庄屋侍屋敷遺跡

神道遺跡

久木原遺跡

仁右衛門畑遺跡I

上唐原了清遺跡II

船越高原A遺跡I

西新町遺跡II

竹重遺跡

森原・藤坂古墳群

羽熊遺跡

陣山屋敷遺跡

浦ノ田遺跡II

寄原遺跡・長者原遺跡

横溝中島遺跡

築城五反田遺跡・築城小迫遺跡

北大手木遺跡

頓野横道遺跡・浦田池南遺跡

大宰府史跡

平原遺跡

三沢古賀遺跡2区

西島下庄原遺跡三沢蓮輪遺跡

上岩田遺跡調査概報

横隈上内畑遺跡2

寺福童遺跡

津古片曽遺跡2区

大板井遺跡

若宮遺跡

村徳永遺跡

森田遺跡II

増田遺跡群IV

若宮遺跡3．4区

佐賀市埋蔵文化財確認調査報告書

薬師森遺跡2区・築州遺跡1区

上九郎遺跡I

上和泉遺跡12区・原ノ町遺跡4区

古谷遺跡4区

徳永遺跡4．5．6区

唐津市内遺跡確認調査(16)

菅牟田荒谷遺跡(1)

岸高II遺跡

菅牟田西山遺跡（3）

枝去木分校入口遺跡

菜畑内田遺跡

野原遺跡

金田城跡

郷ノ浦町の古墳

久留米市教育委員会

久留米市教育委員会

上陽町教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福|剛県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

九州歴史資料館

前原市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市教育委員会

小郡市史編集委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀市教育委員会

廠津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

唐津ill教育委員会

唐津市教育委員会

唐津市教育委員会

美津脇町教育委員会

壱岐郷土館

受贈図書

山中遺跡郷ノ浦町教育委員会

大米遺跡郷ノ浦町教育委員会

黒丸遺跡ほか発掘調査概報vol.2大村市教育委員会

玖島城跡大村市文化財保護協会

塚原平古墳熊本県不知火町教育委員会

中野内遺跡北浦町教育委員会

佐牛野遺跡えびの市教育委員会

昌明寺遺跡えびの市教育委員会

浜川原遺跡えびの市教育委員会

西都原古墳群発掘調査・保存整備概要報告書V

宮崎県教育委員会

国簡跡保存整備基礎調査概要報告書IV

宮崎県教育委員会

宮崎県文化財年報平成11年度宮崎県教育委員会

鬼の窟古墳.西都原205号墳宮崎県教育委員会

諏訪廻第l遺跡 三股町教育委員会

石河内本村遺跡木城町教育委員会

神殿遺跡B.C地区南平第3.4遺跡中ノ原遺跡

宮崎県埋蔵文化財センター

石用遺跡・友尻遺跡宮崎県埋蔵文化財センター

石塚遺跡・烏ノ子遺跡宮崎県埋蔵文化財センター

黒草第1・第2・第3遺跡本野原遺跡・七野第3遺跡

宮崎県埋蔵文化財センター

上の原第1・第2遺跡白ケ野第3遺跡B地区

宮崎県埋蔵文化財センター

山中前遺跡宮崎県埋蔵文化財センター

竹ノ内遡跡宮崎県埋蔵文化財センター

大島畠田遺跡宮崎県埋蔵文化財センター

平田迫遺跡宮崎県埋蔵文化財センター

佐牛野遺跡えびの市教育委員会

浜川原遺跡えびの市教育委員会

中野内遺跡北浦町教育委員会

西大原．ヘゴノ原・流合・小原ノ原・愛宕B・中小路・

別府・志風頭遺跡加世田市教育委員会

楠ノ原遺跡 加世田市教育委員会

宮ケ迫遺跡松元町教育委員会

永野原遺跡高山町教育委員会

尾ノ迫遺跡・吹切段遺跡・松ケ迫田遺跡・長迫遺跡・菅

牟田遺跡・井手山遺跡大隅町教育委員会

西原段II遺跡大隅町教育委員会

迫田遺跡 大隅町教育委員会

正戸山遺跡・大久保段遺跡・屋敷段遺跡・今塚段遺跡・

貝ケ段遺跡・早馬段遺跡・桑木畑遺跡ほか

大隅町教育委員会

日輪城（値吉城）跡大隅町教育委員会

敷領遺跡II弥次ケ湯古墳指宿市教育委員会

ﾉ5
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受贈図番

中尾1．II遺跡出水市教育委員会

出水貝塚出水市教育委員会

鹿児島（鶴丸）城二之丸跡G地点鹿児島市教育委員会

加治屋園遺跡B地点鹿児島市教育委員会

鹿児島紡績所跡D地点鹿児島市教育委員会

谷山城跡E地点鹿児島市教育委員会

一之宮遺跡B地点鹿児島市教育委員会

伊佐之原遺跡鹿児島市教育委員会

横峯C遺跡南種子町教育委員会

石仏頭(II)遺跡鹿屋市教育委員会

石仏頭遺跡鹿屋市教育委員会

小野原A遺跡(II)鹿屋市教育委員会

松尾(II)遺跡・山之頭迫(II)遺跡鹿屋市教育委員会

厚地松山製鉄遺跡知覧町教育委員会

串木野城跡串木野市教育委員会

昌明寺遺跡えびの市教育委員会

新開原遺跡大口市教育委員会

郡山遺跡大口市教育委員会

勝毛遺跡大口市教育委員会

下市来原遺跡加治木町教育委員会

銘苅直禄原遺跡・銘苅原南遺跡那覇市教育委員会

ナーチユー毛古墳群那覇市教育委員会

パンフレット

苫小牧の埋蔵文化財苫小牧市埋蔵文化財調査センター

仙台城本丸跡の発掘仙台市教育委員会文化課

古代の大型建物跡記録集財団法人かながわ考古学財団

名古屋市博物館だより134名古屋市博物館

作る．造る．創る三重県埋蔵文化財センター

考古学と民俗学とのふれあい天理大学文学部

史跡・今城塚古墳高槻市教育委員会

かんどの流れ特別号島根県教育委員会

かんどの流れ島根県教育委員会

SORINOTO&n大分市教育委員会

図録

群集墳の時代栃木県しもつけ風土記の丘資料館

群馬県立歴史博物館所蔵資料目録民俗II

群馬県立歴史博物館

空の玄関・羽田空港70年大田区立郷土博物館

汐留遺跡東京都埋蔵文化財センター

江戸時代の旅弥次喜多道中大田区立強度博物館

原東遺跡・川尻中村遺跡図録

財団法人かながわ考古学財団

福田丙ニノ区伊勢区財団法人かながわ考古学財団

きょうのごはんなあに？静岡市登呂博物館

縄文線乱富山県埋蔵文化財センター

残されたキャンバスー装飾古墳と壁画古墳一

大阪府近つ飛鳥博物館

発掘速報展大阪2001近つ飛鳥博物館

くらしと道の歴史広島県立歴史民俗資料館

線乱の時松山市考古館

第24回くるめの考古資料展久留米市教育委員会

第17回特別展おおいたの遺宝大分市歴史資料館

第18回特別展光君の物語大分市歴史資料館



付編桜ケ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

付編桜ケ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)の発掘調査

1.調査に至る経過

鹿児島大学では，医学部に難治性ウイルス疾患研究セ

ンターの増築を予定している。増築予定地は，昭和62

年に調査を行った臨床研究棟増築地の隣接地点にあた

る。以前の調査では，弥生時代の住居跡や縄文時代早期

の遺物包含層が確認され，本地点も同様に，良好な状態

で遺跡が存在している可能性が高く，発掘調査を実施し

た。

2.調査体制

本調査は，下記の体制で，平成6年5月10日から7

月28日まで行った。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長

上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室室長

上村俊雄

室員中村直子・古潔生・大西智和．峰山いずみ

作業員安倍松伊都子・池口洋人・石谷トキエ．裳谷ミ

エ子．岩戸エミ子・岩戸トシ子・岩戸ミツコ・請園アキ

エ・請園チリ・狩集エミ子・坂口ミエ子．寺光ミツ子・

新海ミチ子・末吉サチ子・末吉ナミ・末吉ミヤ．諏訪田

フサエ．谷口テル・谷口ノリ子・谷口勝．名越ヒデ子．

西庄司．西村チエ子．野下カズ子・野下チリ子・福永シ

ノブ・福永花江・増満ミエ子・松下ミチ．盛満アイ子・

柳田キミ子・柳田二三子．横山アヤ子・脇トシ子・脇ツ

ルユミ

調査補助員

陣内高志(鹿児島大学法文学部3年）

3.調査の経過

今回の調査は，難治性ウイルス疾患研究センターの増

築地周囲2mを拡大した範囲を調査対象地域とした。面

積は約500㎡である(Fig.ll)。調査区の中央に東西方向

に道路が横切っており，この道路工事による掘削が桜島

を起源とする桜島薩巌テフラ層(5層)まで達し，調査区

を南北に分断している状況である。

まず，表土を重機によって除去した。その後，層ごと

に掘削作業を行った。

遺物は，2層に弥生時代の遺物が，4層に縄文時代早

期の遺物が包含されていた。遺構は，3層上面から弥生

時代の住居跡と考えられる土砿や溝状遺構が，5層上面

からは縄文時代早期の集石遺構が検出された。5層を重

機で掘削した後，6層の調査を行った。調査区に2m四

方のメッシュを組み，格子目状に6c層まで掘り下げた

道路

駐屯場

’

Fig.ll調査地点(8=1/1500)
黒塗り部分が鯛査地点

駐車場

実験施設

0 40m

が，遺物や遺構は認められなかった。この時点で，掘削

作業を終了し，東壁と北壁の層位断面図を作成して，調

査を終了した。

4.層位(Fig.12.13,Tab.2,PL.l．2)

基本層位は，大別して6枚ある。l層は表土層であり，

桜ヶ丘団地地区造成時の建造物建設及び，それに伴う施

設などの掘削が及び，現代に撹乱された層であるo2層

は，弥生時代の遺物包含層であり，弥生時代前期・中期

前半・終末期の遺物が包含される。遺構は3層に掘り込

まれた状況で検出された。3層は，約6500年前に降灰

堆積した喜界アカホヤテフラ(K-Ah)である。4層は縄文

時代早期の遺物包含層である。遺構は，若干5層上面へ

と掘り込まれた状況で検出される。5層は，約11500年

前に降灰した桜島薩摩テフラ(Sz-S)であり，その堆積物

の様相から10層に細分した。6層は堆積土の色調や締

まり具合などから，4層に細分された。6d層は約22000

年前に降灰した桜島高峠6/P17テフラであり,5層との

間に堆積した6層は，実年代を推しても，後期旧石器時

代から縄文時代草創期頃の包含層と考えられる。しか

し，今回の調査では遺構・遺物ともに認められなかっ

た。

調査区中央部，南西隅は，桜ヶ丘団地造成時に撹乱さ

れている。調査区の層序は北から南側へと傾斜してお

り，旧地形が亀ケ岡台地南側の緩斜面であったことが分

かる。そのため北側は，団地造成時の削平が著しく，弥

生時代の包含層(2層)もほとんど消失している。

77



付編桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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⑥明褐色10YR7/6.5ixi大のパミス多
く含む

②5暦内パミス混土塊

⑧3暦土類似

'95a層類似

⑩5b層類似
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74.伽

73.m
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－－－－_」、

Fig.12東壁断面(S=1/50)
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付編桜ケ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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付絹桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

Tab.2基本土層

週物包含層は2層と4層

性格内容物 時期層序土層様相

現代遺物現代表土･客土

黒褐色(10YR2/3)シルト：弥生時代(前期･中期前半･終末期）遺物包含層
やや粘性あり柔らかい

黒褐色(2.5Y3/2)シルト：弥生時代(前期･中期前半･終末期）遺物包含層
やや粘性あり柔らかい

明褐色(7.5YR5/8)シルトいわゆる｢アカホヤ」約6500年前:喜界アカホヤテフラ上面より弥生時代の遺構検出

質砂:柔らかい(K-Ah)

黒褐色(10YR2/3)シルト小石や1.2～5nun大のパミ縄文時代早期前葉遺物包含層:集石遺構(層中）
質砂ス含む

黄褐色(10YR6/5)シルト細かいパミスを含む｡降下約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
混じり粗砂小軽石喋層

褐色(5YR8/6)砂混じりシ下部は粗砂が混じる｡水蒸約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
ルト気爆発の降下火山灰

明黄褐色(10YR8/6)パミImra～Sent大のパミス｡降下約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
ス:堅く締まる小軽石磯層

明褐色(7.5YR6/5)パミス水蒸気爆発の降下火山灰約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
混じりシルト

明黄褐色(10YR8/6)パミベースサージ｡溶岩小磯を約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
ス:堅い含む｡粒子の大小あり

明黄褐色(10YR6/6)パミ水蒸気爆発の降下火山灰約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
ス混じりシルト：堅い

黒褐色(10YR2/3)シルトIram～2cm大のパミス｡降下約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
小軽石磯層

黒褐色(10YR6/5)バミス水蒸気爆発の降下火山灰約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
混じりシルト

黄褐色(10YR8/7)シルト降下小軽石磯層約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)

明黄褐色(10YR8/6)粗砂パミス(Scm大以下)を多く約11500年前:桜島薩摩テフラ(Sz-S)
層含む｡降下小軽石喋層

黒褐色(7.5YR1/3)シルト：いわゆる｢チョコ層」後期旧石器時代～縄文時代草創期遺物包含層:今回は出土せず
水分を多く含み粘性あり

暗褐色(10YR3/3)シルト：いわゆる｢チョコ層」後期旧石器時代～縄文時代草創期
水分を多く含み粘性あり

黒褐色(10YR2/3)シルト：いわゆる｢チョコ層」後期旧石器時代～縄文時代草創期
水分を多く含み粘性あり

黒褐色(10YR2/3)シルト：黄褐色の大小パミスを含約22000年前:桜島高峠6/P17テフラ
水分を多く含み粘性ありむ(Sz-Tk6/P17)

層
掘
１
２

踊
層
層
堀
堀
堀
堀
堀
堀
掘
堀

２
３
４
５
５
５
５
５
５
５
５
層
層

・
１
．
Ｊ

Ｐ
○
戸
。

6am

6b層

6c層

6d層

5.遺構・遺物

5-1.1層(表土･撹乱部)の遺物(Fig.l4,Tab.3,PL.3~

5）

表土層(1層)や撹乱層からは，縄文時代・弥生時代・

古代の土器，近世の陶磁器が出土した。

lは，縄文時代早期前葉の前平式の胴部片である。貝

殻条痕を地文として，その上からへラ状工具による文様

を施す。その施文は何度もなぞるようにしながら行なわ

れている。2は，弥生時代中期の入来Ⅱ式の口縁部，3．

4は，弥生時代の土器胴部片，5は弥生時代の鉢形土器，

6は，入来Ⅱ式蕊の底部である。7は土師器でロクロ成

形によるものである。8は薩摩焼の鉢である。

Tab.31層出土遺物観察

混和

材の

多さ

No.層稲別器菰部位色刷 混和材 鯛楚 伽考

1－撹孔一両平弐一深豚言F1－胴蔀一一一耳面了雇ぷいlOYR6/4．面:にぶ、狐，石，：3画：一貝，Xヘラ胴の厚の
簡形い褐7.5YR6/3.器肉:灰掲lOYR4/1．色粒,赤色粒,細砂:白色粒,肌色粒,赤色粒線.内面:(－)ヘラナデー(?)ナデ．いが著しい．

，石英．

2撹乱入来ロ式壷口縁部外面:栂7.5YR7/6.内面:柾7.5YR6/6．磯:白色粒.粗砂:赤色粒,白色粒,砂:廊石，3口縁上面:(－)Bﾘ毛目一《－)ナデ、
器肉:にぶい催7.5YR6/4．細砂:黒色粒,石英．口嚇･口緑郎下面:(－)ナデ.内面

：(?)ナデ;揃噸圧痕顕著．

3撹乱中期前半曳胴部(多条外面:灰褐7.5YR4/2.内面:にぶい柾顕:白色粒,赤色粒.粗砂:白色粒.厚石.砂：2外面:(一)ヘラナデ?→(一)ナデ.内スス付着．
突帯文）7．5YR6/4.幽肉:灰褐7.5YR4/1．石英.庫石.白色粒,細砂:瓜色粒.赤色粒．西:(、)ナデ．

石英．
4撹乱中期前半吏胴部(3条外面:照掲7.5YR3/1.内面:にぶい褐粗砂§赤色粒.白色粒.卸石.砂:赤色粒.石4外面:(－)ヘラナデ？一(－)ナデ．スス付君．

突帯文）7．5YR5/4.遜肉:にぶい侭7.5YR6/4．英.細砂:石英.照色約一内面:(一)刷毛目一(?)丁寧なナデ．

51層前期-中期鉢口縁郎外面:褐灰lOYR4/1.内面:にぶい賃柾粗砂:券色粒.紹砂§石英,赤色粒．】外面:(?)鴎き→(?)丁寧なナデ.内
前半l0YR7/2.鯉肉:にぶい柾7.5YR7/4．面：(?)丁寧なナデ．

61眉入来、式受底部(中外面:灰黄褐loYR5/2.内面:灰褐礎:瓢色粒.白色粒,粗砂:黙色粒.白色粒．6外而:(、)煙1毛日→（1）態き，立ち刷毛目の始点が

実脚台）IovM/'畷肉:にぶい娠褐sYRs/仙霊母.砂:石英.瓜雲母.白色粒.細砂:照色上がり師:(-)ﾍﾗｵｻｴ底面鴎尼翻需
粒.白色粒,石英．：(?)ヘラロリり一(?》眠き．

底径7.6m

7撹乱土師灘,ロ碗か凪口縁部外面･口緯:樋5YR6/6.内面:樋細砂:凧色粒,白色粒．1外面:(－)ナデ.口辱部直下にユビオ細かい擁過．
クロ成形5YR7/6．鵠肉:にぶい賀柾lOYR7/4．サエによる凹部形成.内面:(一》ナデ．

g楓乱魔摩焼(18.鉢口織部外面:凧掲lOYR2/2.内面:灰掲顕:黒色粒.白色粒,粗砂:黒色粒,白色粒．2外面:(－)凶1毛日．褐軸.内面g(－）

19世紀）7．5YR4/2.器肉:幽褐l0YR5/6．砂:石英.細砂:照色粒.白色粒．刷毛11.
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付編桜ケ丘団地'－8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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PL.46の器面調整

下から上方向へと施された刷毛目調整の始点
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施す。立ち上がり部は，横位にナデられる．
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付編桜ヶ丘団地'－8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

た。住居跡が3棟，溝状遺構が1条，その他，ピッ

と平而方形の不明土職である。

卜群5-2.3屑上而検出遺椛と進物(l-ig.l5.PL.6.7)

調査区南側の3層上面で，弥生時代の遺構が検出され
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付編桜ケ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

ピット群(Fig.16-17.Tab.4-5.PL.8-9) 22からはi

明確なプランを把握することは出来なかった。ピッ|、る。

､。

＠
P'8"̂ "̂̂

弥生時代中期前半の蕊脚部(9)が出土してい

T̂d.-
P21

､②塚§
9

0 10cm

Fig.17ビット22出土遺物(5=1/3)

P13

A

A，

75．5m
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0 1m
五＝一一ー一一一一

Fig.163層上面検出ピット(5=1/50)
列状に並んだ部分のみ図化.しかし、
明確なプランとは確言できない． PL.8ビット22出土遺物

内底面は反時計回りに，

刷毛目調整の始点が認め

られる．その後，丁寧に

ナデられる.底部外面は、

縦位の刷毛目調整の後，

立ち上がり部を縦位に、

その上部は横位にナデら

れる．

Tab.4ビットサイズ一覧

遺総検出而埋土 平面形平面サイズ(cIn）深さ(c､）

洲悩色シルト

M↓褐色シルト

製褐色シルト

燃禍色シルト

M1褐色シルト

郷褐色シルト

照褐色シル1，

凧褐色シルト

鼎褐色シルト

照褐色シルト

鼎褐色シルト

鼎褐色シルト

M1褐色シルト

肌褐色シルト

照渦色シルト

鼎褐色シルト

期褐色シルト

凧褐色シルト

凧褐色シルト

蝋渦色シルト

胤禍色シルト
洲褐色シルト

術円形

術円形

筋円形

術円形

円形

柵円形？

噛円形

禰円形

術円形

術円形
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術円形
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PL.9ビット22内土器

出土状況
横倒しになり、脚部
のみ出土．

噌蕊典;割r”､謡:通$.錘翫;獅織醗愚葱

Tab.5ビット22出土遺物観察

混和

材の
多さ

調整 伽等No.層稲別器種部位色調 混和材

中期刑半要底部(中罫而可百京F茂訂5両瓦.丙而･~－頼蔽育赤芭粒･白色粒,砂･無色粒，4外伽:（1）刷毛目一(一｜）ナデ.内底睡径5
実脚台）器向:略灰茂2.5V‘I/2．細砂:肌色粒．”(－)反時計周りの刷毛目一(一)ナ

デ.外庇棚:(?)ヘラナデ？

9ビット22 塑碇、
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付編桜ケ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

〈，帰属する時期は確定できないが，埋土は黒褐色

(2.5Y3/1)シルトで堅く締まっている。埋土中からは，

弥生時代前期の蕊(10)̂ ,弥生前期～中期前半段階の壷

(11-12)が確認される。SK5の弥生時代前期の住居を切

っている。

1号溝(SD2)(Fig.18-19.Tab.6-7.PL.10-13)

調査区南側中央部に，ほぼ北西一南東方向に弧状に延

びるが，調査区西側の撹乱のため破壊されており，全形

は不明である。確認可能な南端部は，調査区の南に延び

ている。断面形がほぼ台形を呈する。出土遺物が少な

I "評
＝

戸＆･

／

吃

／

『P

PL.101号溝(SD2)遺物出土状況

、

PL.111号溝(5D2)完掘状況

玉_左75罰
ロ 1m
ｳ･P・■▼●f

Fig.181号溝(5D2)(5=1/50)
凡例●弥生前期，■弥生前期～中期前半．・弥生土器．

PL.121号溝(5D2)埋士断面

Tab､61号溝(5D2)サイズ

遮柵名図番号プラン主軸長(､）短靴I畏(､）検出深(c､）附考

1*1(SD2)Fig.18弧状20-30性格不明
＊幅44-70c画

鯵
10

[ドヱ=＝
10

12 1211

0

11

10cm
PL､131号溝(5D2)出土遺物

Fig.191号溝(5D2)出土遺物(5=1/3)

Tab､71号溝(5D2)出土遺物観察

混和

材の
多さ

No.屑穂別器種部位色調 混和材 澗整 備考

10『隊】(SD2）航期聾 口縁肺(剣
目突幣文〉

鯛郎(4条
平行沈線
文）

鯛部(多条
平行沈線
文）

外面･鯉肉;にぶい賃柾loYR7/3.内面:に粗砂:石英.チャーート.頼砂目白色粒,赤色粒
ぷい武柾10Ⅷ6/3．、石英．

外面･器肉:にぶい貨柾lOYR6/4.内面:に柵砂:黒色粒,赤色粒.砂:白色粒.赤色粒．
ぷい戯柾lOYR7/4．鼎色粒.細砂:白色粒.赤色粒.胤色粒.石英

3外面g《一》ナデ.内面:(－)ナデ･捕顛圧

痕．

3外面:(一>ナデ.内而:《一)ナデ．11溝I(S”）前期一中期前壷
半

12海1(SD2）前期-中期前壷
半

外面･秘肉:にぶい樋7.5YR6/4.内面号に磯:白色粒.柵砂:石英.砂:白色粒.輝石.箱
ぶい柾7.5YR7/4．砂:胤色粒.石英．

外面:(一)細かい剛毛側一・(－》ナデも内
而:(ナデ)．
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付編桜ケ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

土壌KSKD-土壌2(SK2)(Fig.20-21.Tab.8~10.PL.14~

18）

調査区北側は，3層直上まで桜ヶ丘団地造成時の掘削

が及んでいるため，遺椛の残りは悪かった。埋土の違い

は分かったが，残存状況からは，土壌2との明確な切り

合い関係を導くことは困難であった。北側隅をみる限り

方形状に落ち込むが，‘性格は不明である。埋土は，上部

が暗褐色(10YR3/3)シルトで黄色パミスを含み，比較的

柔らかい。他の遺椛とは埋土の色訓などが異なるため，

弥生時代の遺構と確言できない。下部は黄褐色(10YR5/6

シルト）を基調とし，上部土との混土である。他の住居

の埋土とは異なる｡埋土中からは，口縁部直下に二条の

突帯を巡らす前期斐(13)と，工字状突帯破片(14).中期

前半段階のいわゆる絡縄突帯翌の胴部破片(15)が出土し

た。土壌2は，断面形が橘鉢状を呈する。その性格は不

明である。埋土は，暗褐色(10YR3/4)砂質シルトで，炭

化粒を多く含む。埋土中からは，弥生土器胴部小破片が

出土した。

’
一

ア

、 －

I ■
脚

13

●13

SK1■

⑧15 14

■

15

－8，

夕

、
ア

0 10cm

6－

SK2
PL.21土蛎l(SKI)出土遺物(5=1/3)

141315A A’

75．7m~~響一ﾗー 宅ー〒専一ﾛ ）

2－くち安』>5釦 01m

銅
14

Fig.20土壌1(5K1)-土壌2(5K2)(5=1/50)
凡例●弥生前期，、弥生中期前半，■弥生前期～中期前半、
弥生土器

Tab.8土壌1(SK1)サイズ

適櫛名図誰号プラン主職I催(､）短刺I長(､）検出深(c､）備考

土繊l(SKl)両鯵2，方形(1.0)(3.6)2-10繍捌磯と

Tab.9土壌2(5K2)サイズ

遺構名図番号プラン主軸長(､）短軸長(､）検出深(c､）備考

|-.IS}2(SK2)Fig.20櫛円形“。“”24灘酬綴iと PL.14土壌KSKI)出土遺物

Tab.10土壌1(5K1)出土遺物観察

混和

材の

多さ

No.脳穂別器liR部位色調 捉和刺 澗整 側巻

13土壌1(SKI）刑期後半蝿 n轍部(2外面:にぶい赤褐5YR5/3.内面:明赤禍
条突僻文）2.5YR5/6.器肉:赤灰2.5Y糊/1．

鯛師(亜字外面:;こぶい赤禍5yR4/4．内面:にぶい

状突鋪文）灘掲lOYR5/･1.器肉:灰茂侶IOYR5/2．

胴師(多条外面:橿了､5YR6/6.内面:明赤禍5YR5/6．
の絡縄突器向:にぶい黄樋lOYR6/4．
柵文）

磯:白色粒,棚砂:白色粒.砂冒白色粒.師石，
細砂:白色粒,胤色粒､石英．

砂:白色粒.廊石.石英．

内外面：(一)ナデ
ｑ
》 口陣擬合部他馴

班．

14土壌l(SK1）前期後半奥

15土塘1(SKl）中期前半実

I内外而9(－)ナデ．

磯:肌色粒,赤色粒,砂:白色粒.石英・蝉石，
細砂:胤色粒.石英．

外面:(一)ヘラナデ→f－)ナデも内面:（
一)ナデ･桁頭圧掘．
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付編桜ヶ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

~…

PL.15土壌KSKI)-土壌2(SK2)検出状況

PL.16土壌1(5K1)-土壌2(5K2)遺物出土状況

土壌3(SK3)(Fig.22-23.Tab.11-12.PL.19)

1号誌，土城1．2と同様に，残存状況が悪い。埋土は

黒褐色(10YR2/2)シルトで,1cm大の炭化粒を含む。埋

一~…士‐ﾗ5.7”
050cm
!ﾜ守■･_'

Fig.22土壌(SK3)
(5=1/50)

凡例

▲入来II式
・弥生土器

n

17

0 10cm

1－－1

Fig.23土壌3(5K3)出土遺物(5=1/3)

Tab.12土壌3(5K3)出土遺物観察

No.筋諏別器輔部位色調

PL.17土壌KSKI)完掘状況

◆戸 一軍一室噴苧雲等？潤僅蕊ずこ嶺.曇愈
尽

韓一

△

．沢五

PL.18土壌2(5K2)完掘状況

土2層からは，入来Ⅱ式尭(16-17)が出土したほか，小

破片が数点出土している。

Tab.11土壌3(5K3)サイズ

遺栂必図稀号プラン主軸長(凪）短軸長(､）検出深(c､）側埼

上塘|3(SK3)Fig.22不定形0．760．610性格不明

混和材

灘
16

PL.19土壌3(5K3)出土遺物

混和
材の

多さ

調整 伽舞

16上壊3(SK3）入来11式晃口縁部内外面:にぶい柾7.5YR6/4.鶏肉:にぶ
い禍7.5YR6/3．

17土壌3(SK3）入来Ⅱ式撫胴部(2条外面:灰褐7.5YR4/1.内面gにぶい側
平行沈線7.5YR5/3.器肉gにぶい槌7.5YR5/4．
文）

鰹:白色粒.赤色粒.細砂:黒色粒,石英．2 口縁部:(一)ナデ

柵砂t石英,砂:肌色粒,石英.細砂:肌色粒，
嫌世粒.石英．

外面r(一)ヘラIWさ.内IiiE(、》刷毛Iリスス付肴
(?)ナデ．



付編桜ケ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

la-b号住居跡(SK4)(Fig.24-26.Tab.13～17,PL.20-

28）

中央部やや西よりに径約2m，深さ約50cmの落ち込み

を持つ。遺構内にピットが13基認められ，深浅ある。

特にピットE-Iは掘り込みが深くしっかりしており，住

居に伴う柱穴と認定してよさそうである。

遺物は，同遺構西側では，中津野式(33～41)が中央

土職床上面や埋土から比較的多く出土するが，口縁部に

よる個体数判別は2個体ほどと考えられる。その他，石

製紡錘車(42)も出土している。その他埋土には，やや浮

くような状況で，入来Ⅱ式が出土し(21～27-30)や櫛描

波状文をもつ壷(31).弥生前期の土器(18～20)も若干

認められる。東側では中津野式は少なく，弥生前期の土

器(43～45)が床面にはりつくような状況で出土する。そ

の他，打製石錐(48)も埋土中から出土している。この住

居跡の平面形がくびれをもつ楕円形であること，東西で

僅かに深さが異なること，遺構南東部に段状の落ち込み

があること，出土遺物の分布状況などから，東側の弥生

;'"

I戸陰

~、

C一

▲
妬

Eご◎ E，

畠8
A

一A，

＠》－1，

◎47■圃

｡

℃も
回

■

，
、

ノ

1画

0

／
皇 0 1m

75.5m

釦”

C

75.5m

1，

韮 達
Fig.24la号(5K4a)-lb号(5K4b)住居跡(5=1/50)
凡例●弥生前期，▲入来II式，弥生中期前半、■弥生前期～弥生中期前半，○中津野式，・弥生土器，△打製石錐，口石裂紡錘車．
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付縄桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

Z墓ロ三三二
24 L̂*

〆~、イー
ノ

－一[犀＝
18 29

■■■

一一
戸一、

11 言
”
聖

25

19

一
一
一

一
一

’
一
ノ
／ [匡二

一
一
）や

一
一

左／
27

－
－

－

－

I
32

22

産 28

｜
’

、
－－

34

I
雲

茎

35

鱈
庭－－

33
36

－－r二＝
37雲雲

二$仁二二コ

砲
”
＃

噸
』

、

曇I霞
42

。

、
41 10cm0

Fig.25la号(SK4a)住居跡出土遺物(S=1/3)
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付編桜ケ丘団地1－8区(難治'性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

口19，

芋，

38表面の細かい

､

L

「

38

－－〆 …

ノ

け
侯
辱

4 041

PL.20la号(5K4a)住居跡出土遺物 42側面に稜を形成する

三三三
一

一

47
43

1二＝
一一

一
画
一好

44

工 二兵一一一 くこ＞45 4948

／､、
一一口一一 02cm

0 10cm
1－？－－－， I

宰一

46

Fig.26lb号(5K4b)住居跡

出土遺物(5=1/3,49のみ5=1/1)

ツ
49

45

48

PL.21lb号(5K4b)住居跡出土遺物
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付編桜ヶ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

＆画
匿

一G－一

一 一

、

一

心

"

PL.22la号(5K4a)-1b号(SK4b)住居跡遺物出土状況

蕊

PL.23la号(5K4a)住居跡中央ピット内遺物出土状況

卜蓉

動

霞具憩’
PL.24la号(5K4a)住居跡中央ピット内紡錘車出土状況

＝＝・～ー鹿…
ｑ
』

、

PL.25la号(5K4a)住居跡中央ピット内完掘状況

p~1君

鋤室

腿
云

PL.27la号(5K4a)-lb号(5K4b)住居跡完掘状況PL.26la号(SK4a)住居跡完掘状況

Tab､131a号(5K4a)-1b号(SK4b)住居跡サイス Tab.141a号(5K4a)住居跡出土紡錘車観察

図稀号プラン主軸長(r.)短軸長w検出深(c､）（WI灘遺構焔 No.出土地点材質径(c､)原さ(cb)孔最大径(cnO孔妓小径(,;:,.'煎敬(,.1備考

la号住居跡(SK-la)Fig.2-1円形(5.17)(5.17)26-16SKIbを切る
＊中央土壌深24
-79cm

11.号住居跡(SKlblFig.2‘l円形(1.93)(I.93)(11-20)SKIaに切られる

1a号住居

12跡(SKI;.)
中央土壌

縦横に

0.‘l～0.50．70．58．87粗い研
磨痕

ホルンブ

ェルス化
した頁岩

、

Tab.15lb号(5K4b)住居跡出土土器霞察

拠和

材の
多さ

澗稚 M1堵No.届甑別滞稲部位色調 混和材

43lb号惟居跡前期後半鉢
（SK‘lb）

･郷1b号住居跡削期後半奥
（SK4b）

451a号住居跡前期後半-中奥
（SMb）期前半

6外面:(一>ナデ.内面:不明．

5内外繭:(一)ナデ．

4突帯部:(－)ナデー内而:〈?)ナデ

内外面･器肉:にぶい櫓7.5Ⅷ5/‘1 磯:赤色粒.チャート,粗砂:赤色粒,チャー

ト.砂g輝石.チャート.白色粒,細砂:肌色
粒,チャート．

磯:赤色粒.粗砂8赤色粒,輝石,砂:チャー}・
細砂:赤色粒,黒色粒．

礎:赤色粒.粗砂g赤色粒.砂:赤色粒,チャー
ト.縮砂9蝋色粒.チャート．

11縁部(2

条突怖文）

ロ縁部(刻
閲突瀞文〉

胴師(多条
刻目突幣
文）

口練部(突
帝文）

【1縁接合部位明
瞭.45と同一偶偲

11と間一悩体

外面:にぶい樋7.5YR5/3.内閲:樋
7.5YR6/4.器肉:橿7.5Ⅷ7/6．

内外面:にぶい禍7.5YR5/4.器肉:にぶ
い樋7.5YR6/4.スス節:灰禍7.5Ⅷ･l/2．

側砂:赤色粒.チャート,砂:廊石.赤色位.チ5外面･口縁:f一)ヘラ磨き一・(?)ナデ.内
ヤート.細砂:赤色粒.照色粒も面:(?)丁寧なナデ．

外面:にぶい赤禍5yR5/4.内耐:明弗褐
5噸5/6.スズ脇:灰禍5Ⅷ4/2.器肉:にあ

い赤褐5YR5/4.スス部:灰褐5YR4/2．

外砺:にぶい褐7.5Ⅷ5/4.内而:洩醐2.
5YR7/4.器肉;にぶい戯柾10Ⅷ6/3．

外而:にぶい禍7.5Ⅷ5/3‘内而:にぶい
禍7.5YR5/‘1．器肉:灰禍5YR‘1/2,

161b号住居勝航期後半尭
（SK4b）

畷:赤色粒.粗砂:石英.砂:チャー1,,細砂：
鼎色粒.チャート．

剛:赤色粒,チャート,粗砂:赤色城,チャー
ト,胤色粒,石英.砂:押石.チャー1．.細砂：
赤色粒,黙色粒．

2外面:(一)へラ磨き.内而:(－)ヘラナ
デ．

8外而:<、)刷毛I］→(?)ナデ.内面;ナデ
？･描頭圧痕．

30と101－個体の
伽I能性あり．

17lb砂住居跡
（SK4b）

旧1h冊住居跡
（SK4b）

納期後半-中識
期前半

前期後半-中蝿
期前半

服部(小刻

I]突幣文）

底郁(平底）

30



付編桜ケ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

Tab.16la号(SK4a)住居跡出土土器観察

捉伽

N o.層稲別器砿部位色調混和材材の調鞍
多さ

1813蹄住賠跡前期後半礎口総郁(期内外術．にぶい黄侭10YR6/3‘器肉:灰衝剛砂･チャート.石英.砂:チャート.細砂84口総部;(－)ナデ．
〈SK4a）削突締文）渦10V綱/2.一部;にぶい戯褐】OYR5/3．肌色粒,ボ色粒･石英

1913号住居跡111期後半奥口縁部(突外伽:M｛偶5YR3/1.内而．にぶい黄禍磯.州色粒.粗砂:チャート,砂:チt･－1．．4，線師:(一)ナデ．
（sK418〉粥文）5VI(‘1/3’冊肉！にぶい磁掲5YR‘l/3．卵衡,細砂;チャート,輝石,石英．

201a号(挺居跡仙jUl後半蝿1ｺ織部(Z外I仲にぶい枇禍IOYR5/3.内而:M1冊蝋:ﾁー ﾔー 1．，亦色粒.帆砂:チ.1.-卜‘師“411織部:(一)ﾅデ.内伽に柵噸鵬痕‘
（sM図）条突帯文）10YR3/2‘器向:にぶい禍7.5YR5/‘I．砂:チャート‘石英,細砂:石英，

2】1a珊催居跡人曜Ⅱ式喪口縁部外獅:灰禍7.5YM/2.内面･器肉.にぶいⅢ砂.娠色粒,廊石,砂8赤色粒.師緬.細砂．：1側織部:<一)ナデ．
(SKI.-.)MJ7.5YK5I.肌色粒．

型1勘号住居跡入来、式襲口鎌部外【肺にぶい蹴褐10Ⅷ5/4.内面･器肉:明砂；が色位.輝石,転砂:黒色粒.赤色粒.街3口紘部:(－)ナデ．
（SK4B）出偲mYR7/6．英．

231a号住居跡入来Ⅱ式奥口縁部外面･器肉gにぶい褐7-5YR5/3.内而:に鮒砂:赤色粒.砂･輝石.細砂;鼎色柁.赤色31】緑部:←)ナデ．
（SK4a）ぶい隅7.5Ⅷ5/4．枚.石英．

241a号住居跡入来Ⅱ式小型礎？ロ縁部外而:にぶい醐柾10YR7/4,内面:にぶい磯&チヤー}.,棚砂:赤色粒,胤霊母.縮砂：．！口維部g(一)ナデ．
(SKIa)HI0YR6I.器肉:暗灰輝.5Y5/2．肌色粒,灯英，

251a号住鳩跡入来Ⅱ式聾1ｺ緑部外1肺|<f7.5Ⅷ6/6.内而:にぶい栂蝋:チャート,赤色位,細砂:肌色粒.が色粒，211織部日(－)ナデ．
(SKIi.)7.nYH-./l.器肉:にぶい褐7.5YR6/3．イj典．

261a号住居跡入来Ⅱ式蝿口縁卿外航:にぶい偶7.5Ⅷ5/3‘内而･器肉:に鰹:が色粒,州砂:蝋色粒,チャート，砂:側：111緑部:(－)ナデ，
（SK‘畑）ぶい柾7.5YR6/4．．戯作色粒,細砂9肌色粒．

271a号住居跡入来11式現口繊郁内外面:にぶい階7.5YR5/･I・器肉:にぶ粗砂'チャート,砂:無色粒.チャート.細砂311縁部;<一)ナデ．
〈SK』ia）い脳7,5YR6/3，：胤色粒．

281a号住居跡中期剛学更？胴郎(多条外術:にぶい閃柾10Ⅷ6/3.内面･認肉：砂;チヤーI､.嘩石.緬砂$黒色粒.チャート．3内外面:(?)ナデ．
（S刑a）絡縄突帯にぶい此柾lOYR6/4．

文）

291a号住居跡入来、式迩口維部外師&にぶい批褐l0YR6/3.内面:灰戯掲磯:が仏位.祖砂:赤色粒,チャート,砂:蝿2外面:（1）籾い刷毛側.内面･'1維部：
（SK伽）lOYR6/2.器肉;にぶい灰黄拠IOYR5/2，禰,赤色粒,細砂螺色粒．（－)細かい刷毛側．｡(一).デ．

301a号(跳)跡mﾘlIl1剛I髄胴部(刻'1内外IIi･器肉:iこぶい苗椛IoYR6/且1．Wl:チャー1,,肌色位,砂6赤色粒.チャー|､、3外面:(一)ヘラ贈き､内伽:（）r寧な
（SK4a）半突緋文）細砂f肌ウンモ,,肌色粒．ナデ．

311a号住居跡’1ﾘﾘI伽.#？遡胴部(櫛描内外1m･柵肉:にぶい伐掩IOYR6/1．Ⅷ砂:チャー1.,砂:輝石,細砂;赤色杭,Ⅲ3内外面:(?)ナデ．
（SK‘la）波松文）色粒．

321a緋住勝跡＃1期後喉中壷底雛(，ド底〉内外1m･器肉:にぶい鎧柾10Ⅷ6/4‘Ⅲ砂:ｲj英,砂:赤色粒,輝石.細砂:が色粒，3内外面･外底面みく?)丁寧なナデ．
（SK48）期柵半胤色粒.侭英．

331a号催居跡中ｵ”f式尭口縁部-綱外揃･;こら;い'&7.5YR5/､1.内面:にぶい棚砂r1色粒.赤色粒,砂:チャート.細砂．.I外面;口緑上郁;(一)刷毛間→〈）ナデ
〈S蝿a）部禍7.5Ⅷ54.器肉･褐灰7.5Y鵬1．肌色粒．‘側線下部（）刷毛目一・(－)丁寧なナ

デ,胴部:（｜、)刷毛Ii一（）ナデ.内
臓:口緑;(一)刷毛目一(－)】･寧なナデ
，胴部上半;(－、)r寧なナデ.胴部ド
喉;(一、／)丁寧なナデ．

備考

スズ付軒

口緑接合部位明
瞭．

‘17と同一個体の
可能性あり．

121.122と同．個

体の可能性あり‘

底径(7.4)c画．

スス付軒．
口径(26)E錘

1底113号住勝跡W側f式粥口縁州
（SK4紬）

鰯:チャート,Ⅲ砂:赤色粒,,荷炎細砂:醐
仏粒.肌色粒.

外Ini:M1脳I0YR3/2.内面:にぶい歯柵
I0YR5/,1.柵肉2町灰黄2.5YR4/2－

外面:口縁:(一)刷毛11‐･(一)ナデ‘胴スス付署．

部:(?)ナデ.内面gn総$(－〉&ﾘ毛''一（
－)ナデ.胴部;<?)ナデ．

外面:（）刷毛目一(?)ナデ.【1雌;(－〉スス付務．
ナデ.口唇:<一)刷毛目一《－)ナデ･内
【酢(－)刷毛目→(－)ナデ．

外面:(－)刷毛目一(?)ナデ.内揃:(－）
刷毛目一(?)ナデ一（1）刷喧11?、

内外面:(一)ナデ．口唇が歪む

151a号住勝跡中祁野式尭口維郁外INi蝿7.5YR6/6.内面:栂75YR7/5.器Ⅷ砂:チャート,亦色粒.砂&チャート.蝉ｲi、3
（S蝿a）肉:にぶい樋7.5YR7‘l‘荷梶.細砂:チャート.輝石．

161祁号住居跡W11野犬小型聾？口練部
（S網､）

171句号住隅跡中祁野式？鉢同縁部
（SK‘紬）

j81a号住膳跡’|'沖野式価杯坪･刷曲細
（SKO1n）

磯:泳色粒‘砂:赤色粒.チャート,細砂:肌
色粒,術英．

砂;赤色位.チャーI､､砂冒赤色粒,細砂肌
色粒．

磯:チャー1.,赤色粒,柵砂:胤色粒.ィi典，
砂:赤色枚,細砂曹赤色粒.肌色粒．

外獅:にぶい隅7.5YR5/4.内面gにぶい

縄7.5Ⅷ5/ｲ,器向中心:褐灰7.5WR5/I

外而･器i卿;にぶい椎7.5Ⅷ6/4.内I肺柵
7‘5W16/6.

外IHi:にぶい伐侶IOYR5/3.内瓶:にぶい

州flOⅧ6/‘1.スス部冒禍灰10YR4/1.淵

肉:偶灰lOYR‘1/L

外而;にぶい隅7.5YR5/割1.内面.にぶい
禍7.5Ⅷ5/4‘底部内2胤褐7.5YR3/1，器
i邸.偶灰7,5VR11.スス部g灰禍7.
5YR4/L

内外閲:にぶい鳩7.5Ⅷ54.鶏肉:0こふ
い鳩7.5YR6/3．

外1肺にぶい柾75YR6/4.内面g灰褐
7.5Ⅷ4/2.器肉Fにぶい蔵概10Ⅷ6/､1．

３
３

I外棚:(一)刷毛側一(?)ナデ.内1m:（｜内而タール状の
、)刷毛側一・<?)ナデ．肌色物質付群．

l91a号住居跡中泳野式猟
（SK､1,）

底部(中空
御台）

磯:鍬色粒,白色粒,祖砂;チャート.砂8が7外而:(、)刷毛f'一・(?)ナデ.内1,8不明内面スス付箸
色粒.イj英,細砂?M$色粒．

401a号住居跡Wl咽f式現
（SK4B）

･l11a号住居跡中津野式聾
〈SK4日）

底部(中空

弾台）

底部(中空
脚台）

Ⅷ砂徐色粒.砂:チャート,細砂:珊色粒．4 外面:(一)刷毛間一（）ナデ.内面(一）

ナデ.舗分的$こ刷毛間の始点あり．

外面:(?)ナデ･指頭圧撚.内面:(、)刷
毛目一（1－)ナデ．

鰍砂チャート.白色粒.砂:チャート.細砂5
肌色粒．

Tab.17lb号(5K4b)住居跡出土石雛観察 前期の住居を西側の終末期(中津野式)の住居が切ってい

る関係にある，と判断されるのではないだろうか。ここ

で，西側の新しい住居をla号(SK4a).東側の古い住居

をii)号(SIvlb)としてお;la号の中央ピットの埋土中

から鉄片も出土したが，製品であるか否かの判断がつき

にくかった(PL.28)。発掘時には2つの住居や中央土職

とも埋土は区別がつかず，黒褐色(10YR2/2)シルトで，

パサついた埋土であった。

No.出土地点材閥雌大長(cm)最大幅(cm)雌大l'/(.:m)唾戯(g)備考

腿臨:躍細樋砂瀦22““‘'2識嚇す

PL.28la号(5K4a)住居跡中央ピット内出土鉄片
1.2cni幅，厚さ0.2cniほどの鉄片が錆膨れした
ものである．
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付編桜ヶ丘団地1－8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

判断される。この住居跡は.SD2に切られている。また，

遺構中央部やや北よりに，弥生時代前期の斐形土器が出

土した(50)。この土器は，口縁部を打ち欠かれており，

さらに縦半分に割りとられている。しかし，復元する

と、土器の大半が欠失した状況であり，住居内埋土から

2号住居跡(SK5)(Fig.27～29.Tab.18-20,PL.29-34)

平面形はほぼ円形を呈すると推定されるが，撹乱によ

って西半部は破壊されている。東側に方形の浅い段を有

する。遺構内にピットが3基認められる。比較的深くし

っかりしたピットであり，住居に付随する柱穴であると

＝

0

酷署。&陸

、r
■ －－－一一凸一一

PL.292号住居跡(5K5)遺物出土状況

〔＞

ロ

魁

一

Fig.272号(SK5)
住居跡

(5=1/50)

凡例●弥生前期

■弥生前期～

中期前半

・弥生土器

△打製石斧

75.5m一

0

75.0mL Fig.282号SK5住
居跡床面出土

土器(50）

(5=1/20)
75．4m

網掛けは，裏面
を表す．
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園盛』
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’二p‘勺‘四一一

PL.302号住居跡(SK5)床面出++器(50)(I)

要Q

Tab､182号住居跡(5K5)サイズ PL.312号住居跡(5K5)床面出+器(50)(11)

iH構名図番号プラン主軸腿(､）短軸長(､）検出深(c､）側考

SD2に切られる．西

半分は撹乱によ
り消失

2号住居跡(SK5)Fig.27円形3．53（2.42）22-34
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付編桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

Tab.192号住居跡(SK5)出土土器観察

No.胸蔀別器煎部位 色調 混和刺
拠和

材の
劣さ

洲確 鮒跨

502号住居跡前期後､催蝿
（SK5）

512号住居跡前期後半礎
（SK5）

522号住居跡加期後半現
（SK5〉

532号住居跡前期後半鶏
（SK5）

5‘12号住居跡前jﾘl後半蝋
（SK5）

552号住居跡前期後半鉢
〈SK5）

562号住居跡前期後半壷
（SK5）

572号住居跡削期後半蛍
（S順）

綱部(I条刻外面:暗赤禍5YR3/6－赤禍5VR‘I/8,洲礎:白色粒,粗砂:赤色粒,チャート,蝉9外面:n橡部(－)細かい刷毛目?一(－)ナ、橡部を欠失，
目突粥文）縄lOYR2/2－凧lOYR1.7/1.内面:にぶ石，砂F輝榎,赤色粒,細砂;赤色粒.鼎色デ,突術稲:(一)ナデ.胴上半部6(－)ヘラ外庇而まで天ス
底柵(平底）い赤禍5YR4/4－黒禍5YR2/2－Ⅲ階粒，廉き.胴下半部;（〉ヘラ磨き･刷毛目状付糠.本業厩痕

5YR2/1．の始点あり.、立ち上がり部;(－>ヘラナあり,底筏10．6
デ.内而:ロル恥〈一)刷毛目一(－>丁寧な～11．3cm．
ナデ.胴祁(－)刷毛目一(一)ナデ.立ち上口授(約45c団?)．
がり師;(－)刷毛目→(一)丁寧なナデ.内
底面:ナデ.外底面:木莱圧痕一ナデ消寸・・

胸緑祁(刻側内外面且灰茂褐IOYR5/2.器肉｡にぶい帆砂:赤色粒.砂:赤色粒陽紀砂:赤色粒’2内外術:ヘラ僻き－く－)ナデ．52と同一閥体の
突帯文）茂褐l0YR5/3．白色粒．可能性あり．

11紘部(刻ロ内外面:照掲l0YR3/2.器肉;にぶい戯柵砂;赤色粒,細砂8赤色粒．5内外1m;(?)へラ購き一(－)ナデ．51と同一偲体の
突帯文）渦lOYRJI/3．可能性あり．

ﾙ胤柵(多条刻外而:M蝿2.5V3/1.内面:燃禍invH:t/i.t*:̂ i典.細砂:赤色粒,白色粒．8突併部:(一>ナデ.内面:(?)ナデ．突併接合部{”I
I1突{|f文）鼎肉:禍灰l0YR4/1．瞭．

庇部(1V底）外而:にぶい黄湛7.5YR5/‘l‘内耐灰出砂:赤色粒,細砂:赤色粒,白色粒,黒色3外而:(一)へラ雁き一〈｜〉ヘラ磨き.内耐底部外面に木集
褐l0YR感i/2.器肉:灰黄櫓I0VK12,h'L(|)へラ附き一(?)ナデ.外底部;木業圧痕.圧痕あり‘

、橡部外面:照禍2.5Y3/1.口緑･内【ii;にぶい砂&白色粒,鍬石.細砂:烈色粒,赤色粒‘3内外【､｡LI僻:<一)ヘラ磨き．
褐7.5YR5/4.器肉gにぶい褐7.5YR5/4．

胴郁〈頚師付外而:にぶい侭7.5YR6/‘1.内面･器肉：轍砂:赤色粒,砂:鼎色粒.白色粒,細砂呂2外伽:(一)細かいハケメー(一)ナデ.内面
近）にぶい賛鯉IOYR6/･I．赤色粒.胤色粒．8ナデ？

班部(平底）外面:催5YR6/6.内面:にぶい伐惟磯?が色粒,白色粒,砂:郵石.細砂:輝石．3外面:(／)ヘラ磨き一(?)ナデ.立ち上が
10YR6/4,器肉外目にぷも､批概10VR6/4．白色粒．り部;<一)ヘラ晒さ－(?)ナデ.内面:<一）

刷毛側一(、)ヘラ膳き､外底歴呂へラ踊き、

Tab.202号住居跡(5K5)出土打製石斧観察

No.出土地点材質j枇大良(en)ノ1t大I陥(c､）股大厚(em)亜耽(g)伽考

ホルンフェ

57総§総撫
粗粒頁岩

凡部欠失

9.35．62．4139部分にも
潰しが入
る.椎Ⅱ1力

も同個体の破片を認めることは出来なかった。この半裁

された斐形土器は，口縁部を欠失しているが，残存して

いる口径は40ciii前後，股大器高は16cm,底径10.6-

11.3cmの刻目突帯文を有する比較的大型の艶である。お

そらく完形時には,11径・高さともに,5cmほど大きく

なると考えられる。外面の器面調整は，口縁部突帯間を

ヨコナデ，胴部突帯下位6～7cm間横方向のヘラミガ

キ，下半部を縦方向のミガキによって整形している。底

部の立ち上がりにはユビでヨコナデをして巡らせる。底

面にはアカメガシワの木葉圧痕があり，これはヘラエ具

でナデ消している。比較的大型の土器であるため，製作

時に台から離れやすいように工夫したものであるのかも

知れない。土器製作時の情報を伝える重要な資料であ

る。外底面から口縁部付近までは煤の付着が見られ，底

を上げた状態で火にかけていることが分かる。54もま

た木葉圧痕がつくが，これはサルトリイバラのものであ

る可能性力塙い◎

出土状況は，横倒しになり，口底と表裏とを対称に

し，北西向きに並べられて出土した。また，そこからや

や西側に約1mほど離れた場所からも同個体の一部が出

土している。この状況は，何らかの祭祁行為としての作

為が認められる。住居の廃棄に伴う祭祁行為と考えてお

きたい。土器にはススの付着があるものの，住居内に炭

の広がりも認めることは出来ない。また，同一個体と思

料される口縁部もないことから，住居外のある場所で一

準

、，匙

雪_角

PL.322号住居跡(5K5)完掘状況(南から）

度火にかけた後，口縁部を打ち欠き，縦に割り取って，

住居内に上述のような状態に並べたものであると判断で

きる。この土器以外は，前期土器破片が床面よりもやや

浮いている状態で出土しているが，50とは別個体であ

る。譜(50～54).鉢(55).壷(56-57)が認められるが，

そのほとんどが弥生前期の範晴で考えられる。その他床

着で破損した打製石斧の基部(58)が出土している。埋土

は，黒褐色(10YR2/3)シルトである。ピットは，黒色

(10YR1.7/1)シルトで，パサつき，柔らかい。

PL.332号住居跡(5K5)完掘状況(東から）
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付編桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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Fig.292号住居跡(5K5)出土遺物(5=1/3)
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付編桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

外面の器面調整

宍帯下部は横方向、同部は縦方向の
ヘラミガキが施される

L

54底面にまで煤の付着が及ぶ

、

50

底部のアカメガシワの木葉痕

55蕊面へラミガキ

53

▲
A54
’54底面サルトリイバラ(?)圧痕

PL.342号住居跡[SK5)出土遺物

56

57

内面の器面調整

上

立ち上がり部はヨコナデされる

。

58
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付編桜ケ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

3号住居跡(SK6)(Fig.30-31.Tab､21-22,

PL.35-37)

平面形は円形を呈すると考えられるが，

これも造成時の掘削を受け，北半分は破壊

されている。南側の一部をSlvlに切られて

いると考えられる。中央部に径8()cmほど

の落ち込みがある。底面は硬く踏み固めら

れており，床面であろうと思われる。壁際

にピットが3基認められるが，柱穴である

かははっきりしない。出土遺物は，認定で

きるものが入来I式斐(59)で，他には弥生

中期前半蕊底部(62)，おそらく同時期くら

いであろうと考えられる鉢(63)，壷(64～

67)などで，ほぼ同レベルから出土してい

る。埋土は(2.5Y3/2)シルトで堅く締まっ

た土で，黄色パミスを含む。

〃C

■

66■

I

A，A S9

造7
一

一75．5m

Fig.303号住居跡(5K6)(5=1/50)bB'c

凡例:蕊諦報磯野_、ｺー ,ー風諭一
｡弥生土器

CT

DD’

-75.5m_-¥7一一o~＜～ロ－ 1m

鰯 や．ま＝
才

＝

ｰ ト戸

ﾐ …

~ L

ｌ参
画

刀
二

言舜ミー亨琉藩
『■

野 PL､363号住居跡(5K6)完掘状況(南から）
Tab.213号住居跡(5K6)サイズ

遺構名図器号プラン主軸長(nO短軸長(画）検出深(cm)備考

SK4aに切られる.

北半分は撹乱に

より消失＊中
央土壌深14-24師

PL.353号住居跡(5K6)遺物出土状況
3号住居跡(SK6)Fig.30円形（2.72）（2.94）14．22

Tab.223号住居跡s:<6出土遺物観察

椛和

材の
多さ

伽考澗粧混和材No.届穂別器荊部位色澗

礎:白色粒,赤色粒,砂:石英,細砂:赤色粒，’1外而:(、)霊頑濯副零百＝で一)ナデ.突スス付着
無色粒,石英．Nf部;(－)ナデ.口縁;(－)ナデ･細線痕・

内面:口縁;(一)ナデ.胴:(、)ナデ．

礎:赤色粒,白色粒,砂息測石,石英,白色位．5外I昨上部;（｜）刷毛ロー(－)ナデ.下部
細砂:赤色粒,白色粒．；(一)刷毛''一(-~)ナデ.突締部;(－)ナ

デ.内而:(?)ナデ.

磯:赤色粒,白色粒,帆砂;白色粒,石英,岬0外1m:〈｜）へラ時き→(?)ナデ.内而･外庇径(9)c、
石.砂:白色粒,細砂:無色粒.白色粒．唯【、:(?)ナデ．

机砂:石英.赤色粒.細砂:肌色粒．3外師:<一)ナデ.外底面;ヘラナデ？

両廠蔀1Z外面:にぶい褐7.5YR5/3.内而:にぶい
条突僻文）禍7.5YI(5/4.スス部:にぶい柵

7．5Ⅷ‘1/1.器I出I:灰出禍7.5YR5/3，

胴部〈2条外而:にぶい出掲10YR5/‘1.内而:峨
刻側突桁7．5YR6/6,器肉外:にぶい出棚lOYR6/4．
文）器内内;慨7.5YR6/6，

底部(平外面:にぶい禍7.5YR5/‘1,内而:にぶい
底）戯栂10YR5/3‘鼎向:柾5Ⅷ6/6．

底部(中実内外而:にぶい褐7.5Ⅷ5/3．器肉:にぷ
脚台〉い褐7.5YR5/･I･

ロ縁郡外面:にぶい出2‘らⅧ6/4．戯灰2.訓R‘1/1．
内面:黄灰2.5V剛/1.器肉:にぶい褐
7．5YR5/4．

口織部付内外而:にぶい縄7.5YR5/4.器肉:にぷ
近(内外面い伐樋10Ⅷ6ﾉｲ．
に突諦文）

胴部(暗文外面:にぶい褐7.5YR5/4.内獅:柾
状剰整）7.5Ⅷ6/6.器肉:にぶい樋7.副R7（．

底部付近外而さにぷぃ戯惚IOYR6/‘1.内面;照褐
(平底）l0YR3/1.訟肉:恥褐loYR3/l－にぶい武

概7.5YR6/4．

底郁(平外I姉珊灰出2.5Y5/2.内側:にぶい鈎樋
底）l0YR6ノ参1.器肉:戯灰2.5Y4/1．

593牙匪屈啄一天粟-1式現
（SK6）

603号住"}跡前期後半‐中狸
（SK6）期nfj半

要
突

1111期後半-中

期前半

中期航半

613母住峨跡
（SK6）

623号住屈跡
（SK6）

633号住秘跡
（SK6）

柵砂:白色粒,砂$白色粒,赤色粒.細砂:肌6外1術:（1）ヘラ膳き､内面:（1）へラ鵬
色粒.白色粒.赤色秘き、口唇:(一)ナデ．

航期後半一fI2鉢
期前半

磯:赤色粒.白色粒.粗砂:赤色粒,砂;肌色5内外面:<一)へラ磨き．
粒.赤色粒,頴砂:無色粒,白色粒．

6‘13号佐脳跡胴期後半一中壷
（SK6）期前半

‘1外面:《－》へラ磨き一(ー)ナデ.横位の
晴文状繭益.内面:ヘラ態き一(?)ナデ．

5外面:（｜〉ヘラI卿き一(?)ナデ.内面:不内面炭化物付打
切．

粗砂:赤色粒,白色粒‘砂:無色粒.白色粒．
箱砂:照色粒.白色粒．

畷:白色粒.粗砂:白色粒‘細砂:胤色粒.弗
色粒．

653号･住居鴎
（SK6）

663号住腿跡
（SK6）

胸期後半-中壷
期的半

前期後半-中壷
期前半

外1節:(、)へラ暇さ一(?)ナデ.内面:(、）底径(5.2)”
ヘラ鵬き－(?)ナデ.外底面:ヘラナデ？

粗砂2赤色粒,砂:石英0細砂:肌色粒,1割色
粒．

673吟権膳跡前期綾､ドｰ中壷
（SK6）朔州半
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付編桜ケ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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Fig.313号住居跡(SK6)出土遺物(5=1/3)

面のヘラミガキ

65暗文状調整

可毎
…

59整調な刷毛目調整
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PL.373号住居跡(SK6)出土遺物
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付編桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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付編桜ヶ丘団地'－8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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付編桜ヶ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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付編桜ケ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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付編桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

Tab､232層出土遺物観察(I)

混駒I

材の

多さ

測確 鮒考No.師棚別器梱部位色調 拠和材

WWIW硬了i言一蚕~－－両祇弼I河~死而言iT源再~に悪巧可蘭厩mTR57江~丙而7Wl~籾認可了英5~赤延硬了掘翻ﾐー 則I芭粒5-白色粒．3外面:（1）刷毛''一(?)ナデ.内而:(?)ナ
ロ突怖文）が隅5YR5/6.認肉:明黄縄lOYR6/6，デ.、縁上”<－)刷毛11→(－)ナデ．

航期後半喪側鰍師(刻外師･口繊･内而:にぶい赤禍5YR5/4.器顕:赤色粒.白色粒.砂:石英.細砂:鯉色粒．3内外面:(一)ヘラ鵬さ一ナデ．
側突術文）肉:灰禍7.5YR6/2．赤色粒．

前期後半奥、繊師(刻外噸:柾7.5YR7/6.口緯･内面･器肉:樋棚砂:郵禰.チヤーI､.Ⅲ実砥.細砂:師石．2外醐:(－)ヘラナデ一ナデ.内面.ロ緑：
、突締文〕5YR6/8．チャート．ナデ？

前期後半拠口轍師(口内外面:にぶい黄褐l0YR5/4.器肉:褐灰棚砂:石英.白色粒.砂:肌色粒.チャート．5内外繭･口緯師;(－)ナデ．
織部血･F1OYR,1/1．絹砂:肌色位.白色粒．

の2条期ロ

突怖文）

1fi期後半喪口繊師(突外而:にぶい衡樋l0YR6/､1.内面:にぶい帆砂:石英.白色粒.細砂:肌色位.歩色粒．2内外面･口鰍師:(－》ヘラナデー(一)ナ
蹄文）柾7.5YR6/･I･器肉:灰褐lOYR･I/1．デ．

｡;I期後半艶口織部《突外而3MⅧ0WR1.7/･1.内面･器肉:赤縄眼:赤色位,白色位,Ⅷ砂:赤色枚.砂:黒色5内外面:(一）ヘラナデー(一)ナデ.ロスス付桁．
備文）5YR‘l/6．粒,白色粒,細砂:肌色粒.白色粒,赤色粒．鰍:細採掘.内外師に揃噸唯縦．

入来I式？蝿口禅師(刻外iii8IﾘI赤掲5YR5/8.脚縁･内面:にぶい砿:白色粒,Ⅷ砂:赤色粒,砂:赤色粒.白色‘l外而:ナデ?.内而･口縁:(一)刷毛、一
目突僻文）渦7.5YR5/‘1.器肉:灰黄褐l0YR5/2．粒,細砂:肌色粒,I:1色位,赤色粒．（－)ナデ．

入来【式？狸口織部(刻外而:ﾛ”:縄5YR3/6.口縁内面:赤禍磯:曲色位,棚砂:I:I色枇‘細砂:鼎色粒.赤2外面:（1）Mﾘ毛11→(一)ヘラ附き.口緑
側突併文）5YR･1/6.器肉:灰出褐I0YR5/2．色粒．部上面:(一)細練猟.内i、:(?)ヘラ研き，

入来【式？提口縁祁(刻外而:にぶい隅7.5YR6/3.内面:にぶい願:白色粒,Ⅷ砂8輝石.砂:赤色粒.白色粒,3外面:（1）刷毛11.口緑師:(－)ナデ．
閲突締文）姫7.5YR6/‘1.船脚:にぶい樋7.5YR7/‘1．絹砂:肌色粒.白色粒．

111期後半‐中拠胴部(刻11外醐上部:肌偶lOYR2/2.外面下部:灰茂顕:赤色粒.白色粒.細砂:輝石,石英.白色5外面:（1）刷毛Ⅲ一(?)ナデ.内面:(?）突播接合部位帆
期前半突幡文）偶lOYR5/2.内面:恥褐l0YR3/1.器肉外粒．ナデ･術蜘推．瞭．

iii:にぶい茂柾l0YR6/4.器肉内面:にぶ

い糊7.5YR5/､1．

前期後半-中喪胴師(望条外面:赤禍5YR･1/8.内面:赤褐5VR‘1/6.器碗:水色粒.白色粒.砂*肌色粒.白色粒,赤6外噸:(、一)刷毛''一(?)ナデ.内面:ナスス付禰.突帯
期IyI半剣Ⅱ突帯肉:にぶい鈎柾]OⅦ6/‘1．色粒.絹砂:肌色粒.白色粒,石英．デ?、姫合部位厚】瞭．

文）

前期後半＝中壷胴部(小突外耐:赤侶5YR･I/8.内而:にぶい慨帆砂:が色位.チャート.砂:叫色粒,白色5外砺:<一)へラMfさ一(?)ナデ.内閲
期前半僻文）7．5YR6/･I･器肉gにぶい黄梗lOYR6/･I．粒,M1石英.細砂:肌色粒.白色粒．＊(?)ナデ･揃噸圧瓶．

前期後半-中鯉？底部(猫干内外而:柾7.5YR6/6..器肉2茂灰柵飛:チャート.石英,砂:肌色粒,赤色粒．‘l外面:（1）刷毛Ⅱ?一（｜）ヘラIWさ.外旺僅(9.4)cn
期1脚半の上げ底）2．5Y‘1/1．石英.細砂:肌色位．底面:ヘラハ11りによって.上げ底にして

いる.内底面は判群しているため不明．

入来11式蝿仰堺師(I冒1外Ⅲi:にぶい出椛lOYR6/'1.器肉棚施:赤色粒,脚色粒,細砂:輝石,白色粒．3内外而:(一)ツ･デ?、
榊端師に：10YH,1/1．

刻み)

入来11式蝿I:I繊部内外耐:にぶい棚7.5YR5/4.器肉:渦灰磯:醐色枕,砂:卸石,白色粒,チャート,絹4内外面:(－)ナデ･柵蛎圧痕．口禄接合部位IﾘI
7．5YR‘1/1．砂:肌色粒.白色粒．瞭．

入来Ⅲ式蝿、繊師外”にぶい赤褐5YR5/4.口縁上面･内面礎:赤色粒.白色粒.Ⅷ砂:肌色粒.白色粒，6内外面;(－)刷毛11－(－)ナデ.口縁部
：にぶい褐7.5YR5/‘1.器肉:にぶい縄砂:騨石,チャート.石英,絹砂:蝿色粒,臼上面:<一)刷毛1-1-(一)ナデ．
7．5YR5/‘8．色粒.禰英．

入来Ⅲ式礎「1繊郁外而:柾7‘5YR6/6.内面:鮭7.5YR7/6.器柵砂:禰英,赤色粒,砂:珂石.紹砂:鼎色粒．2内外而:(－)ヅ･デ?.揃噸圧疲．
肉:にぶい柾7.5YR7/3．白色粒．

入来【I式奥lご】維師内外面:柾7.5TR6/6.器肉:にぶい慨願:赤色粒,白色粒,棚砂:赤色粒.砂:白色．$内外面:《一)細かい刷毛''一(－)ナデ.口
lOYR5/3．粒.蝉石.絹砂:肌色粒.赤色粒．橡騨lz流:(－)細かい刷毛問一(一)ナデ．

入来【I式小型蝿？I言1鰍師外師:にぶい闘侶lOYR5/･3.内面:にぶい願:チャート.棚砂:チャート.庫石.白色6内外面:(一)細かい刷毛凹一〈一)丁寧
偶7.5YR5/‘1．粒.砂:卸石.白色粒.細砂2期色粒．なナデ．

入来II式喪口繊師外”にぶい赤掲5YR5/4.内面:偶灰磯:赤色位.白色粒.砂:肌色粒.赤色粒,白5内外面$(－)細かい刷毛I'一(－)丁寧
5Ⅷ‘1/1.器肉:にぶい禍7.5YR5/3．色粒.禰英.拍砂:M1色枚．なナデ．

入来II式蝿【二I繊師外i肺にぷい柾7.5YR6/4.内面:にぶい礎:M1色粒.白色粒.棚砂:卸石.砂:廊石,細3内外而:<一)細かい刷毛【1－(－>ナデ．
柵5YR6/‘1.器肉:にぶい極7.5YR6/‘1．砂:M1色粒.白色粒．

入来11式喪I:I維郁外而･側縁上面:にぶい黄柾l0YR6/‘1.内Ⅷ砂:チャート.鄭補,白色粒,砂:白色粒，6内外而:ナデ?、全耐摩漉．
m:Iﾘl柵7.5YR5/6.器肉:禍灰l0YR5/1．赤色枕.網砂:M1色粒,脚色粒,蝉石．

入来I】式喪口繊郁外而:Mﾙ褐l0YR3/1.内面:褐10VR‘l/‘1.総柵砂:チャート.細砂:熟色粒,白色粒.赤色2内外面:(一>細かい刷毛I｣一(－)ナデ．スス付務.口維
向:略灰閃2.識R5/2．粒,石英．接合部位明瞭．

入来、式蝿、繊師内外面:にぶい極7.5YH6/･1.器肉:灰褐磯:赤色粒.白色粒.Ⅷ砂:赤色粒.師石.砂：5内外節:(－)刷毛、一(－>ナデ．
7．5Ⅷ5/1．郵石.石英.細砂:川色粒．

入来11式提ロ織部外而:にぶい赤褐5YR6/4.内面:にぶい帆砂:白色粒.砂:胤色粒.白色粒,卸石.頼3内外面:(一)細かい刷毛ロー(－)ナデ．
隅7.5YR5/4.器肉:にぶい黄握10YR6/4．砂:肌色位.赤色位．

入塞11式喪1:l紳師内外面:にぶい袖7.5YR5/4.器肉:にぶ碗:赤色粒.棚砂:猟色粒.赤色粒,砂:黒色5内外面:(－)刷毛、一《一)ナデ．
い樋7.5YR6/･I．枕.白色紋.細砂:肌色粒.白色粒.石英．

人曜Ⅱ式爽口繊部外術:樋5YR7/6.内面･器肉:にぶい幽柾柵砂:白色粒.石英.砂:肌色粒.白色粒.石3内外面:(一)刷毛11-(一)ナデ．
10Ⅷ6/3．英.細砂:肌色粒.白色粒．

入来、式蝿回繊侃内外面:にぶい柾7.5VR6/･I､器肉:灰禍顕:赤色粒.砂:坪石.白色粒.絹砂:胤色枕．5内外堀:(－)ナデ?、
7.5YR5/1．白色粒．

入来11式捉仰鰍師内外而:洩幽2.5Y7/3.器肉:;こぶい慨柵砂:M1色粒,曲色粒,砂:輝石.赤色粒,白．$内外面:(一>刷毛''一(一)ナ･デ.内而に
5YR7/･1．色粒,禰英細砂:那色粒.石英．揃噸厩砿．

入来Il式提側繊祁外im8灰伐2.5Y6/2.内而･器肉:にぶい佃棚砂:M1色位,白色位,砂:輝石.石英.細砂：3外面･口繊上加:(一)刷毛u一(－)ナスズ付荘.口維
7．5YR6/‘1．胤色粒,石英．デ.内、i:(－)す｡デ．接合部位明瞭．

入来11式提I言1鰍師内外iii･器肉:にぶい髄柾lOYR6/‘1．Ⅷ砂:赤色粒,蝉石,砂:白色粒.石英,細砂：3内外瓶:(一)ナデ.内外miに桁噸圧痕，口繊接合師位ﾘl
肌 色粒．疎．

入来Ⅱ式曳口繊師内外禰・認I剛:慨5YR6/6．Ⅷ砂:M1色位,白色粒.砂:輝石.赤色粒,白、1内外而:(一)ヅ･デ．
也粒,細砂:M1色粒.白色粒．

入来Ⅱ式喪口繊師内外面報l赤褐5YR5/6.器肉:灰偶磯:白色位.Ⅷ砂:無色粒,砂:麺石,赤色枕．2内外伽8(一)ナデ．
5V剛/1．由色枇.細砂:肌色粒.白色粒．

入来Ⅱ式兜1.繊師外面:にぶい柾7.5YR6/､1.内面:樋顕:曲色施,．砂:肌色粒.嘩石.箱砂:無色3内外面:(－)ナデ.口緑上而:(－》刷毛
7.訂R6/6.器肉:にぶい黄柾I0YR6/1．粒．1$一(－)ナデ.内禰に桁噸圧浪．

入来11式実側繊部内外而:にぶい紐7.5YR6/4.内外面赤迩梱砂:剛色粒.弗色粒,白色粒.砂:鯉色枚，5内外面:(－)刷毛''一(一)ナデ.内而に内外面に赤色顔
付:IﾜI赤禍5YR5/6.器肉:にぶい炎柾絹砂:狐色椎.白色粒．桁蝋圧瓶．科塗布．
lOYR6/‘1．

入来11式促側繊師外mi8肌褐5YR3/1.内面･器肉:弗褐磯:肌色粒,白色粒,柵砂:胤色粒.白色粒．5内外航･口繊上禰:(－)細かい刷毛目一スス付諦．
5YH‘1/6．細砂:肌色位,白色粒．（－)ナデ．

入来【I式尭口鰍師外而･口樺上面:明赤禍5YR5/6.内而:明刷砂:弗色粒.白色粒,チャート,砂:烈色6内外而:(一)ナデ.内師に揃蛎圧癌．
禍7‘5YR5/6.器肉:侃7.5YR6/6．粒.細砂:洲色位.赤色粒,石英．

入来Ⅲ式蝿I:1緯師外i、:にぶい戯禍l0YR5/3.内面:にぶいⅧ砂:赤色粒.白色粒.郵石.網砂:肌色粒．5内外面:(一)ナデ.内而に揃噸腿痕．
慨7.5YR6/‘1.器1句:灰黄2.5Y･1/1．

入来Ⅲ式提I:I繊師外mi8慨5YR6/6.内醐･口繊上部:にぶいⅧ砂:が色粒‘蝉布･布英.砂:馴色粒.鄭石．・1外､i:(一)刷毛I』一〈一)ナデ.内噸･口
椛7.51‘R6/‘1.器肉:灰黄蝿lOYR5/2，赤色粒,脚色粒,細砂:肌色粒．総上iii:丁寧なナデ．
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付編桜ヶ丘団地'-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

Tab､242層出土遺物観察(II)

i兇和

捉 和材材の調推伽考
多さ

il砂:輝石．引乃粒.砂:卸石.石英.郵石．5内外、i：(－)ナァ?､IWW〕I1IIは．i1点

砂:肌色位．と終点の抵介師か？

隈:曲色粒,肌色粒,帆砂:燃色粒,白色粒．6外而:<一)ハケー(一)･ﾅ･デ.内而:(一）内醐が摩滅．
が色粒.チャート,石英.砂:肌色粒.細砂：ヅーデ?.']緑上噸:(－｜）脇1EII一(一）
M↓也枇.曲色粒，ナデ．

磯:I‘I色位,肌色粒,粗砂:蝋色杭,赤色粒，5内外師:(一)ｿ･デ.内iiiに揃雌唯"〔．11嚇部が摩滅．
F1色粒.砂;肌色粒,白色粒.細砂:1M色粒．
I‘I色枇．

柵砂:M1色粒.石英.郵石,砂E師石,白色粒，5内外伽:(一)ナデ,内､iに揃伽脹旗．

細砂:M1色位.白色城.石英．

柵砂:恥色粒.白色粒.砂:肌色粒,白色粒．6内外面:(一)･ﾅ･デ．

岬禰,細砂:肌色粒.禰英．

隈:191色粒.棚砂:曲色粒,石英.箱砂:肌色3内外面:(－)ヅ･デ，胎上は他の上器

粒 .白色粒．と甑似．

礎:肌色紅,赤色城.白色粒.粗砂:白色粒．7内外噸:(一)ナデ‘口織部内而にも
肌色粒,砂:肌色粒.白色粒.絹砂:鵬色粒．強り出しをもつ

fI色純．

鴎:州:色植.臼色杷.棚砂:輝石.赤色粒,砂：7内外面:(一)ナデ‘
嘩打.肌色粒.絹砂:無色粒.白色粒.石英．

棚砂:嫌世粒.141色粒.砂:郵石,赤色粒.石5外而:（｜）ヘラナデ.突締師:(－)ナデ．突帯部;二赤色顔
英.網砂:1M色粒,白色粒.石英．内而:(?)ナデ．科撒布．

棚砂;が色粒.白色粒.チャート,砂3石英．。I外而:(、>鍍副厳刷毛''一(－>ナデー饗スス付箭．
が色粒.絹砂:白色粒.肌色粒．僻部:(－〉ナデ.内Ihi:ナデ?、

隈:赤色粒.白色位,Ⅷ砂:拠色位‘赤色城．6外面:下祁;（｜）披副な刷喧11→鵬さ．’二1椎(11.8)cﾛ．
砂:赤色粒.肌色粒,白色粒.石英.細砂:黒上部(－)ナデ.【二I韓師:(一)ヘラヅ･デ一

色紅.脚色粒.が色粒．（－)ナデ.内仙i:I]鰍;(－)ヘラナデ→

（一)ナデ.剛郁B(一、)ナデ．

碗:白色粒,ml砂:白色粒,赤色粒,砂:蝿色’1内外面:(－)ヘラナデー(一)ナデ，
粒.蝉ｲi・禰英,赤色粒.細砂:照色粒,石英．

No.肘靴別器煎部位色調

口紘部 内外而:柾7.5YR6/6.器IAI:にぶい{【1

7.副・R6/･】･

内外師:明赤禍識'R5/6.器1A1:にぶい醐
擢l0YR6/‘1．

内外師:明赤禍5YR5/6.,緑上部･淵111
拙灰l0YR‘1/1．

外而.柵肉:にぶい綱7.5YR5/,1.内Ini:Iこ

ぶい蹴禍lOYR5/‘1．

内外師･器肉:にぶい赤禍副'R5/･1．

107憩刷入来】I
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内外面:にぶい出椛lOYR6/’1.器脚:柵吠
l0YR‘l／1．

内外面:にぶい禍7.識R6/3,器IA1:にぶ
い哉樋101，R6/･I・

外而:にぶい樋7.5YR6/･1.内面:慨

7.謝R7/6.器肉:Iこぶい渦7.5YR5/3．

外面上部:にぶい闘慨10Ⅷ6/･I・外伽lご
部:明赤褐5YR5/6‘内而:樋7.5Ⅷ6/6‘器

向:侶灰lOYR.I/1．

外術:肌拙lOYR3/2.内而:隅10鰍.l/､1.勝肉

別段褐】oYRW6-にぷい醐慨1OYR6/3．

内外耐:樋5Ⅷ6/6‘器肉;にぶい此仙
lOYR7/‘1．

1182肘 外面:赤灰2.5YH‘1/1.内Iii:吠出渦

l0YR5/塾.器向:にぶい斑l伽01‘R6/‘1

1脚Z肘 外而｡、轍上部:柵5Y師/6.内lhi$にぶい
椎5YR6/4.器向:慨7.5YR6/6．

鰯:が色粒.白色粒,Ⅷ砂:脚色粒,無色杭，
が色位,砂:鵬色粒,赤色粒.湖石,細砂:恥
色粒.1割色粒．

砂:邸布.白色粒,細砂:肌色粒,白色粒．

9外1m:下部;（｜）刷毛''一・<一》ナデ.上11端部欠欠
部;(一)ナデ.内Iii8(一)ヘラーナ･デー･

（－)ナデ．

局内外而:ヅ･デ？12〔）2肘 外而･器肉:慨7.5YR6/6.内Ihi:IﾘI畑
7.5YR5/6．

1212脚 外伽:にぶい慨7.5YR6/‘1.内{m･滞肉:に砂:M1色樋.が色城.細砂:肌色粒,白色粒．3内外面:-ﾅ･デ？
ぷい髄慨lOYR6/3．
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外面:にぶい偶7.5Ⅷ5/･1.内Iii:にぶい
褐7.5YR5/3.器肉:灰隅7今5YR5/Z・

外面:1m訓，R6/6.内1m:にぶい縦
7.証R6/･1.器脚:鵬縄5Ⅷ3/1．

内外而;にぶい伐椛10噸6/･I・器111:縄灰
lOYR･I／1．

棚砂:白色位.砂:肌色粒.赤色紋.白色極，.I内外噸:(－)ヘラナデー･(－)ナデ．

網砂R肌色粒.F1色粒．

Ⅷ砂:が色粒.砂:蝉石.赤色城.石英,綿砂22外航i･IWf:(－)ヘラーナ･デー･(一)ナ･デ．

肌色粒.チャー1,.禰英．内面:（1－>ナデ．

錦2111色粒.Ⅷ砂:白色位.砂:鯉色粒.白色2内鯛･【】幹:(－)絹かい妙IEII-(一)ナデ．
粒.イi英.細砂:肌色粒．外而:【-1縁止師:細かい劇EII(－)→(－）

ナデ.下総:（1）離詞な剛.fⅡ一(－)ナデ．

Ⅲ砂:肌色粒,『I色粒.砂且赤色粒.白色粒．2外而:（1）刷毛''一(－)ナデ.内醐：内閲瓢蛾り？
細砂:肌色粒.白色粒．（一>刷毛11－･(一)ナデ．

棚砂:赤色位.白色粒.砂:白色粒.細砂:雌2外価:甑部:(－)ヘラナデ.閥師;(、)帆ぃ
色粒‘刷毛、一(－)ナデ.内1m:(一、)ヘラナデ．

棚砂:白色粒,砂:MI色粒,赤色粒.布英.細2外而:<一)ヘラ附き状(光沢あり).内仙i
砂:肌色粒､布英．：(一)ヘラナデー(一)･ﾅ･デ．

柵砂:赤色粒,石英.砂:輝石,石英.白色粒．5内外伽:(一)ヘラツ．デー(－)ｿ．デ．庇撮(9.‘1)c､、
細砂:狐色粒,白色粒．

砂:赤色粒.白色粒.蝉布,細砂:鼎色粒,石1内外i肺:(－)ヘラツ･デ→･ﾅ･デ，
典．

碗:が色粒,白色位.帆砂:赤色粒.白色粒．6外而:(一)ナデ･術噸jI狐.内1m『(、)MIj庇経(9)c､、
砂:蝉ｲi,IqI色粒.細砂;MI色粒.白色粒．毛11－．(一)ヘラヅ･デ･(一)･ﾅ･デ．

棚砂:赤色粒.石英,砂;州色粒，白色粒,細2内外而:(一)へラ11懲状‘
砂:M1也枇.白色純．

砂:M1色枇.イI共．l外Ihi:(－)･ﾅｰヂ.内【ii8(一)ナヂ(細かい
擦躯)．

礎RI4I色粒.亦色粒,砂;馳色枕.難色粒.白1外而:(－)ヘラナデ一(－)ナデ.内'、：器鞭の厚さの違
色粒,細砂:肌色粒．（－)へラ附き状．いが杵しい,器

而1緊滅．

編砂:肌色粒,イi英．1外旺而:ヘラロリり一ナデ.内Iiigナデ(網
かい練蝋)．

幅砂;肌色紅．1内外Iii施他柏が厚い．
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外面:にぶい樋7.5YR6/,1.内Ini:にぶい

髄樋lOYR6/3.器肉:偶灰7.識R･1/1．

外面:にぶい闘柵IOYR6/､1.内iii:オ･リー

ブ鯉諏3/1.鼎肉:鮒灰2.5Ⅷ6/2．

外面:にぶい禍7.5YR5/･I､内Iti:にぶい

柾7.5YR6/4.淵I&I:にぶい慨7.5YR6/‘1，

外而:にぶい戯椛10Ⅷ6/,1.内IfIi:にぶい
此細l0YR5/3.器肉:にぶい伽5YR6/､1．

外im･庇部:にぶい禍7.5Ⅷ5/‘1.内1m:Iりl
弗褐5YR5/6‘器IA1:隅灰l0YR5/1．

内外而:慨7.5YR6/6.器脚:IﾘI出糊
l0YR6/6，

内外面R赤冊5YR‘1/8．

外而･口繊:慨5YR6/6.内Iii:1ﾘI亦渦

5YR5/8胎上:にぶい伐棚10Ⅷ7/3．

外面:柾7.5YR6/8-にぶい胸IUIOⅧ7/‘1．
内面:明赤禍副‘R5/8.器IAI:Iﾘl伐隅
lOYR7/6．

外面:にぶい柵7.5YR5/‘1.内1m;にぶい

蛍嘘lOYR6/･8.器IA1:にぶい棚7.詞.H7/･1．

外面昌明維灰7.5GW/1.内Ihi:1ﾘj妹灰
10G1‘8/1,器IAI:灰白lOV8/1．

2層出土の遺物(Fig.32-33.Tab.23-24.PL.38.39)

弥生前期～中期前半古段階(68-80）

口縁部資料のみで弥生前期蕊と中期前半古段階の入来

I式認を区別することは難しい。型式学的な傾向として

は，口縁部突帯が，前期の小さなものから，中期の大き

く張り出していくものになっていくと考えられる。あえ

て区分するならば，68～73までは前期難，74～76が

入来I式の範曙に入るものと考えられる。壷(79.80)も

この時期の所産であろうと考えられる。

弥生中期前新段階(81-122）

典型的な入来Ⅱ式認は，口唇部を押さえて凹面を形成

するものが多い。1点のみ口唇部に刻みを有する資料も

確認された(81)。蕊(小型喪を含む)(81～111．116）・鉢

(113.114）・壷(115.117～122)が得られた。102は口縁
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付編桜ケ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

部表裏面に,115は突帯部付近のみ赤色顔料が塗布され

る。櫛描波状文をもつもの(122-123)や，肥後地域の黒

髪式に類似する資料(112)も認められた。どちらも中期

前半に属するものと考えられる。

弥生終末期(123-13①

中津野式の翌(123-124.126～130)・高坪(125)などが

認められたo125は，内面に黒塗りの一部が残っている。

時期不詳(131～13①

小破片であり，特徴の分かりにくい土器や陶磁器類を

ここに包括するo131は，口縁部であるが，つくりが雑

である。133は，笹貫式段階の口縁部を肥厚させる喪に

類似するが，本調査地点では，他には1点も出土してい
144

典石週栂

84,:｡､§一再
●142

ないため，確言できない。132．134は，土師器と思われ

るが，器種などは判然としない。132は内外面に赤色顔

料が塗布されている。135は青磁の香炉と考えられる破

片である。他に薩摩焼と思われるものの小破片も出土し

ている。これらはほとんどが後世の紛れ込みであると考

えられる。

5-3.5層上面検出遺構(Fig.34,PL.40.41)

縄文時代早期の集石遺構やピット群，風倒木によるも

のと考えられている層位横転力瀧認された。

集石遺構rig.35.Tab.25.PL42～44)

調査区北西隅で検出された。5層に幅1.4m,約20cm

P23

品墓
P28

Q143

暦位横転2

6
3噛り6
146
●

〃〃

P24

1369

P26T

）｡｡

、〆ﾍ/"T"4-
クラン

●

147
●

層位横転1

5層

●

148

の深さの落ち込みが

あり，その落ち込み

に4層土を埋土とし

て，やや浮いた状態

で，火を受けて赤化

した石を含めて21点

検出された。

石質は，安山岩が

12点で最も多く，次

いで砂岩，角閃石安

山岩，軽石質になっ

た安山岩と続く。総

重量は5.914kg・安

山岩は比較的大型に

属し，小さなものは

シャープな割れ口が

多く，受熱破損した

結果であると考えら

れる。また，ほとん

どが水磨を受け，角

が丸みを帯びている。

すなわち，本集石遺

構は，安山岩が主と

して選択され，河原

で採集されたものと

考えられる。調理施

設としての機能性を

考えるならば，‐一度

のみで放棄されるも

のではないであろう

から，幾度の加熱に

耐えうる耐久性や保

温性などが意識され

て選択されている可

！

●

150 136

0 2m
ヒーーー→－1

●

●

●

一‘、“
●

Fig.345層上面週櫛配圃・遺物出土状況(S=1/150)
凡例●縄文土器，●石器

13ス

●

●
151

暦位横転3

3暦
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付編桜ケ丘団地1-8区(難治I性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

瀞
rﾛ

‘
..蝿謂wv諏
門j■

PL.40調査区北側5層上面検出状況 PL.41調査区南側5層上面検出状況

能性がある。また，集石が比較的少ないことや，遺物包

含層中から受熱した石材も少なくないことからは，遺構

が廃棄された後，何らかの要因によって際が散逸してし

まったものと考えられる。

集積部や落ち込み部から炭や土器などは確認されなか

った。石の加熱は遺椛そのもので行なわれたのではない

のであろう。

Tab.25集石遺構構成岩石一覧

No.荷間 亜吐大きさ(c国）備考
(理）

宏山燈802

砂淵27

砂岩36

砂岩、13

次11j塔308

角閃禰安山岩86

安山端278

安山甥107

砂端52

角閃石安11雌280

安i11場608

変111場563

角閃編安山岩457

安山岩638

安山淵200

安111塔326

安Ilj器(経石質）50

安山岩67

安山蝋(経禰質）30

安山場86

宏111塔866

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
脳
ド
Ｇ
Ⅱ
１
Ｊ
Ｋ
ｌ
Ｍ
Ｎ
０
Ｆ
０
脚
Ｓ
Ｔ
Ｉ

6．61－12．11

1．63－4燈63No.Iと接合

1.83-5今48

1．87－5．1

5．8i1-7.93

3.55-5.92

5．96=7.5

3.67-6.‘M

2‘‘17-5.72No.Bと接合

5.59-9.27

6.52-10.98

6.76－10．9‘’

5.54-8.78

7.98-11.M

4.95-7.34

5.03-9.28

3.4-6.88

1．幅-5.17

3.93-7.77

3.86-5.04

8.38－11．87

75.5m

50cm
＝1

U

0

Fig.35集石遺構(5=1/120)

ピット群(Tab.26.PL.45-46)

ピットのプランは明確にできない。ほとんど濁りのな

い「喜界アカホヤテフラ(K-Ah)」が埋土になっている。

これは，人為的な掘り込みとは考えにくく，樹木などが

立ち枯れた後にアカホヤが自然堆積したものではないか

と考えられる。

層位横転(局部断層)(Fig.36.PL.47～50)

遺構ではないが，風倒木によるものと考えられている

屑位横転が3箇所で確認された。倒木方向は，横転1

は，西方向，横転2は南西方向，横転3は判然としない

が，北西方向と考えられる。主に東方向から風力を受け

て倒れた可能性がある。
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付編桜ケ丘団地'－8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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PL.43集石遺構検出状況(I1)
浅い掘り込みが5層上面に及び、石が散乱している

グテ

PL.42集石遺構検出状況(I)
上部検出状況

Tab､26

ビットサ

イズ一覧

遺構検出而埋土平面形平面サイズ(cm)深さ(en)
P235明褐色桁円形25．8－？26

(7.5YR5/8）

シルト質砂

明褐色桁円形26.7-20.237．4
(7.5Vi!r,s

シルト質砂

明拙色円形29．746
(7.5YR5/8）

シルト質砂

明褐色桁円形30.8-18.432．5

(7.5YR5/8）

シルI､質砂

明褐色州円形26.7-14.412．．1
(7.5YR5/8）

シルト質砂

明褐色術円形36-25.922
(7.5YR5/8）

シルト質砂

明禍色柵円形26.9-22.413．3

(7.5YR5/8)

シルI､質砂

明褐色柵1形21.7-17.26．8
(7.5YR5/8）
シルト質砂

P2‘I5

P255

b
0

P265

I】275

I〕285

C
d

PL.44集石遺構の構成岩石
a安山岩､b角閃石安山岩,c砂岩､d軽石質の安山岩

P295

P305

L■FF

PL.465層上面検出ピット断面PL.455層上面検出ピット

3届・4胴出土遺物(Fig.37-38.
5．5m

Tab.27-28.PL.48～50)

縄文時代早期前葉土器
5.0m

角筒(136～140),円筒(141-

150)が見られ，ほとんどが小破

片であるが．前者の出土も少な

7

7
I

1m0

Fig.36層位横転2断面(5=1/50)
①オリーブ褐色(2.5Y4/6).柔らかい砂混じりシルト
②にぶい横色(5YR6/4).堅く締まる.5b層類似．

icm大のパミスを含む． 片であるが，前者の出土も少な

くない。全形の窺える資料は角

》 筒土器1点のみ(136)であった。単純な横位の貝殻条痕

のみを地文とするものは少なく，ほとんどが，その上か
認琴w圭薙”溌誇一癖r~_急墨望勇一誉

一一～屠一一軍ー唾

。､一一

PL.47層位横転1断面
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付編桜ケ丘団地'－8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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ご
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PL､48層位横転2(北から）

上垂塑添

PL.49層位横転3'..東から）
ら文様状の貝殻条線や列点を施す。モチーフは，ほとん

どが小破片のために判断しがたいが,136のように，一

つの軸を中心にその左右に横位の山形文を有するもので

あろう。条線の要素としては，列点文(138)や押し引き

状の文様などがある(145-M6)oまた，底部外面には，

貝殻条痕が施されるものもある(148-150)。石器は，破

損した砂岩製磨石1点のみ得られた。集石遺構から出土

したわけではないが，火を受けて赤化している。類例遺

跡にも集石のなかに磨石が入っている例などもあること

から，集石遺構などの磯に転用されたものであると考え

られる。他にも包含層中から安山岩や溶結凝灰岩なども

大小あわせて50点ほど出土しており，そのサイズや丸

みを帯びること，火を受けた痕跡も認められることか

ら，集石遺構で用いられたような目的で遺跡付近へと運

ばれたものであろうと推測できる。

PL.50層位横転3断面(東から）

Tab.283層出土磨石観察

No.出土地点材質最大長(em)最大幅(c､）縦大原Urn)tiilkU)備考

破損･火を受けて赤

7.5516化・磨而は2箇所･側
面に破打痕あり

1523府細粒砂岩28．05 7.5

PL.514層出土角筒土器(136)出土状況
5-4.6届の調査

約2mほど堆積した5層「桜島薩醗テフラ(Sz-S)」を

重機によって掘り下げ(PL.52).その後6層を2×2m

の格子目状に6c層まで掘り下げ，調査を行なった

(PL.53)。しかし，遺構，遺物ともに認めることは出来

なかった。

蕊蕊
一一

一

己ア弓再

1

PL.52重機による5層除去の様子 PL.536層調査終了
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Fig.374層出土土器(136)(5=1/3)
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PL.544層出土角筒土器(136)
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Fig.383-4層出土遺物(5=1/3)
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151

PL.553-4層出土遺物

Tab.273-4層出土遺物観察

毎口

eQ
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付編桜ヶ丘団地'－8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査
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147
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No.脳種別器諏部位色調 混和材
混和

材の
多さ

‘淵鎧 伽考

136．1隅前平式

1374闇前平式

1384層前平式

1394屑前平式

深鉢･測筒I:1織部
形胴部

深鉢･角簡胴剛

形

深鉢‘角筒胴部
形

深鉢･角筒綱郁
形

l‘1(）・1噸前平式深鉢･角筒底部(平
形庇）

l‘113剛前平式深搾円筒臓部
形

I‘12‘l卿ill平式深鉢･円筒胴部(底
形部付近）

1．134鰯前平式深鉢･円怖胴部
形

14,14暦前平式

I‘153層的平式

1．164層前平式

l‘17.1勝前平式

深鉢･円筒胴部
形

深鉢･円筒胴部
形

深鉢･角筒綱郁
形？

深鉢･円筒胴部
形

ﾙ183脚抽平式深帥･I【1筋庇部(､V
形底）

1冊3噸前平式深鉢･円筒底部(平
形底）

1504肘前平式深鉢･円筒底部(平
形庇）

外而:灰臓禍lOYR4/2－明赤禍5YR5/6－磯;白色粒.机砂:赤色粒,白色粒,砂:無色9外Ihi:地文;(－)貝殻条痕→口唇部へラスス付輔.ハ
惟7.5YR6/6.内面:にぶい黄褐10YR5/4粒,赤色粒,細砂:鼎色粒,白色粒．刻み;11縁部狂から右方向への貝殻刺ジケ．
－旧灰10YI{5/1.器1句:にぶい戯糊1突文.M4部;（｜〉波状貝殻条線一〈／、）1ｺ経(11.‘1)cm
OYR5/‘1．飢殻条線.．角部;只般刺突文.内面:ロ

縁:<一)ヘラナデ一ナ読胴部;（｜、)ヘ
ラナデ一ナデ,角部一ヘラナデ→ナデ．

外而･器肉:にぶい褐7.5W15/3.内而:に願$白色粒,棚砂:白色粒､測石,砂:無色城，7外而:<－)jl般条痕一(X)貝般条線｡（｜）ハジケ．
ぷい踊椎IOYR5/,i，白色粒,細砂.胤色粒,白色粒．肌殻列点文.内而:〈｜〉ヘラナデ→ナデ．

内外面;にぶい黄橿lOYR6/,1.器肉:恥柵砂‘赤色粒‘白色粒,細砂:黒色粒．5外面『（）ヘラ擦疲一〈／l）ヘラ列点
lOYR2/1.文.内而:ヘラ附き状.

外面:鼎濁10YR3/1.内而:にぶい歯褐砂:肌色粒‘石英.細砂:黒色粒,白色粒,石8外面;(－>側般条痕一(、)貝殻条線.内ｽｽ付肴.
lOYR5/3.器肉:暗灰黄2.訓.4/2.スス部＆英．面:（｜、)ヘラナデ．
蝋褐色2.5YR3/1．

外面:にぶい褐7.5YR5/3.内面:にぶい磯:白色粒‘チャート.松砂:無色粒,白色粒9外面;(－)貝殻条痕一(、)貝殻条線.内
禍7.5Ⅷ5/4.器肉9灰褐7.5Ⅷ5/2．，赤色粒.砂:M1色粒,赤色粒,細砂:鯉色粒:.liu:(|)ヘラナデーナデ.外底面:ヘラ

白色粒石英‘ナデーナデ.内底面:ヘラナデーナデ.

外､i:にぶい黄概色l0YR6/4－褐灰111砂:MI色粒,同色粒.赤色粒,石英,砂:鼎6外Ihi:(－1、)貝殻条痕.内而;（｜）へ条痕がランダ
lOYR‘1/1.内而:にぶい黄催色lOYR6/‘1．色枇,赤色粒.打英,細砂:鵬色粒.白色粒．ラヅ．デ→ナデ．ム．
柵lAlt禍灰!OYR4/1．

外1町;にぶい亦褐5YR5/‘1.内而:肌砿:、色粒,棚砂:白色粒,細砂:赤色粒,黙5外I、:(一>、般条痕→(／)貝般条線.内
2.5V3/1.器肉内側;黒2.5Y3/1.外側:に色粒．Ini:(一、)ヘラナデ．
ぶい赤仙5YR5/4．

外而!にぶい禍7.5YR5/3.内面:胤褐願:白色粒,棚砂:白色粒,赤色粒,細砂:鼎7外揃:(一)只殻条疲･一部ナデ消される
2.5V3/1.器肉:略灰黄2.5Y4/2．色粒.白色粒，－(／、)典殻条線.内面:(1)へラナデ

→ナデ．

内外面gにぶい褐7.5YR5/4.器肉:褐灰Ⅷ砂:肌色粒,白色粒.砂:黒色粒,白色粒，5外而2(一)只般条痕一（｜）貝殻条線.2
7.5YR‘l/1．細砂･鼎色粒．条皿鮫列点文．

外而;にぶい侭7.5YR6/4.内閲:にぶい磯:鼎色粒.白色粒,徹砂阜黒色粒.白色粒．6外面5(、)風般条痕;-(!)貝鍛列点文．
幽栂10Ⅷ6/3障器肉:褐灰7.5YR‘$/1．砂:肌色粒，白色粒,赤色粒,細砂:鵬色粒，内Iifii:(I)ヘラナデーナデ．

白色粒，

外瓶:黙l0YR2/1.内面:灰黄褐lOYM/2．柵砂:白色粒,砂:肌色粒‘赤色粒,石英.綿6外面g(一)貝殻条疲→(、／)貝殻条
器肉:拠禍2.5V3/2．砂:Ml色粒．線･肌般列点文.内面〈、)ヘラナデ．

外而･器肉:にぶい黄禍10YR5/4.内面：Ⅷ砂;胤色粒.赤色粒,チャート,砂:黒色粒8外Ihi1(、)jl殻条痕.内面:(、>ヘラナ全而ハジケ．
にぶい褐7.5Ⅷ5/4．，白色粒,赤色粒,チャート.郷石,細砂:鼎デーナデ．

色粒,I‘)色粒.赤色粒．

外1m;灰渦7.5YR5/2.内面:にぶい柵棚砂:rl色粒,イ『典,砂:M唯粒,赤色粒,石5外BB:(I)l!俄条痕,内而:(一>ヘラナ外而は嘩滅．
10Ⅷ5/2.器肉内耐:にぶい出褐典,細砂:M4色粒．デー･ナデ.内臓I耐:?蘇外底而目(零)貝殻
lOYI<5/3‘器肉外而:侭5YR6/6．条痕．

外而:にぶい樋5Ⅷ6/‘1.内而･器肉:恥禍Ⅲ砂x蝉ｲi，白色粒,砂:肌色粒,細砂:無色5外ifi:(I)U殻条疲.内面;（1）ヘラナ
5VR2/1．粒．デ･始点あり,内底而:ヘラナデ.外底面

：ヘラナデ？

外面:にぶい侭7.5VR6/底1.内【術:にぶい椛砂.肌色粒.赤色粒.石英,砂:黙色粒,赤8立ち上がり肺外面:(|)貝綾条痕.内底
戯掲10Ⅷ5/3.器肉:褐灰I0YM/1．色粒.衡英.継砂:鵬色粒,赤色城．噸:帖上峻合部やへラ状工具の刺突痕

あり，外庇而:（巻）貝般条痕？

プノ



付縄桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

6．まとめ

本調査区では，縄文時代早期の集石遺構と土器．石器

類，弥生時代前期～中期前半，終末期にかけての住居跡

や溝，土器・石斧・石雛・紡錘車などが確認された。

縄文時代早期前葉

集石遺櫛と少斌の土器・石器が確認された。集石遺構

は，掘り込みに磯が密集し，底石がない形態のもので，

掘り込みの広さに対して，喋の数は決して多くない。八

木津一郎氏分類の「集石3類」に比定され，縄文早期に

多いという特徴に矛盾しない3)^県内類例遺跡では，比

較的数基がまとまって確認されるが，本調査区において

は1基しか確認されていない。これは調査面積にもよる

であろうが，集落の規模・存続期間とも相関する可能性

も考えられる。本調査地点の同遺構は安山岩が多く，水

磨によって角の丸みを帯びた10cm内外の大きさの喋で

構成され，受熱により赤化したものも少なくない。小さ

なものは割れ口のシャープなものが多く，使用時の破損

と考えたほうがよいだろう。また，遺構だけでなく縄文

時代早期の遺物包含層中からも火を受けた安山岩操が出

土している。

集石遺構を調理施設として推定するならば，一度の使

用だけで篠を廃棄するものではないであろうから，河原

から，より耐久性と保温性にすぐれた安山岩喋を選別

し，集落に持ち帰った可能性がある。そして廃棄された

後に何らかの理由で散逸してしまったものであろう。南

九州地方の縄文時代早期前半においては，住居跡と集石

遺構，そして連結土城の3点が特徴となるが4)，桜ヶ丘

団地内においては，連結土蛎は未確認である。

遺物最は比較的少ない。南接する1-7．8区(臨床研究

棟増築地)5)においても，遺物量は少なく，遺構は検出さ

れていない。本調査区よりも北側のI-J-10区(受水槽設

置地点)6)においては，遺物量も比較的豊富で，住居跡が

1基だけ検出されている。これらのことからは，当時の

居住域の中心部は，桜ケ丘団地内の北側に位置すると考

えられる。型式学的な新旧関係から考えれば，同地区は

やや古手の土器群のようであり，今回の典型的な前平式

7)の要素ではない。したがって,I-J-10区はやや古い段

階の居住域を示している可能性がある◎

土器は，いわゆる「前平式土器」であり，現在，縄文

時代早期の前葉に位置づけられている。円筒形，角筒形

って居住域を移動している可能性がある。また，亀ヶ原

遺跡の早期後半の塞ノ神式土器採集地点9)(現A-6-4～7

区)もその可能性を支持するものと考える。

石器は，磨石しか見受けられなかったが，これは破損

後，焼石へと転用されたものと考えられる。

弥生時代揃期･中期前半･終末期）

ここにおける弥生土器様式名称とその時期については，

中園聡氏の編年案に従う'0>・

今回の調査では，弥生時代前期～終末期の住居跡4

基，性格不明土城が1基，ピット群が数基確認された。

また，住居内や包含層からは，土器・石器類が出土して

いる。

弥生前期の2号住居(SK5)は，瀧l(SD2)に切られてお

り，中期前半古段階の3号住居(SK6)と弥生時代中期前

半新段階のlb号住居(SK4b)は弥生時代終末期のla号住

居(SK4a)に切られている。土城3(SK3)は遺物から，中

期前半新段階に属する。切りあい関係から推定される新

旧関係は,Tab､29のようになり，各遺構の埋土中の遺

物から導き出される時期差と遺構の空間的な配置も重複

することなく，問題はない。南側に隣接する1-7．8区に

おける調査でも，住居跡が3棟と土塘，数基の溝状遺構

が検出されており，住居や土城は弥生時代前期～中期前

半段階に位置づけられる。溝1(SD2)は，その5号溝に

対応する可能性が高い(Fig.39)oこの調査では，弥生時

代終末期の中津野式が溝埋土中から出土しており，終末

期に位置づけられる。今回の調査では，弥生前期～中期

前半の遺物が出土したが，2号住居を切って造営されて

いることを考慮すれば，溝lの所属年代も弥生終末期と

考えたほうが妥当であろう。

さて，今回，包含層中より出土した土器の中で，最も

量の多いのは中期前半新段階の入来Ⅱ式である。しか

し，この時期に所属する遺構はほとんど分かっておら

ず，今回は土城3が唯一のものである。また,la号住居

の埋土中にも比較的多くの入来Ⅱ式が認められた。ある

いは,la号住居は，入来Ⅱ式の時期の住居も重複して

いる可能性があるが，住居形態などからは3基も切り合

っていたかは判然としない。唯一同時期である土塘3が

北側に位置することや，旧地形の傾斜が北から南方向で

あることを考え合わせると，入来Ⅱ式段階の生活域は北

側にあり，そこの遺物が本調査区へと流れ込んでいたと

の両者が確認されている。角筒形の量もTab､293層上面検出遺構の切り合いと遺物による新旧関係
少なくない。遺物の型式学的新旧関係か

ら類推すれば，桜ヶ丘団地地区内の北側

のI･J-10区→今回の調査区である1-7-

8区付近→東側のE-8．9区(MRI-CT装置

棟建設地)8)というように，南東側に向か

弥生終末期

la号住居(SK4a)

溝1(SD2)

la号住居(SK4a)

弥生前期弥生中期仙半古段階弥生中期IWj半斬段階

lb号住居(SK4b)

2号住居(SK5)

3号住居(SK6)

土城3(SK3)？

↓
↓
↓
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付編桜ヶ丘団地1-8区(難治性ウイルス疾患研究センター増築地)における発掘調査

成時の削平によって，遺構がかなり破壊されており，同

地域における当該期の居住域の北限は不明確である。少

なくとも北側のI-J-10区にはその範囲は及んでいない。

これらのことからは，桜ケ丘団地内における当該期の居

住域の中心部は，本調査区周辺にあるものと考えられ

る。同団地内における当該期の居住範囲の東西方向の範

囲は不明確だが，南東側のE-8．9区においては，当該

期の溝状遺構が確認されている。今回確認された住居プ

ランは円形プランのみである。中摩浩太郎氏分類によれ

ば，円形プランで柱穴が中央部に数基あるものは「ⅡA

類」住居であり，弥生時代前期から古墳時代前期まで存

続しているとされる"*o桜ケ丘団地地区においても，円

形プランが終末期段階まで継続しており，中摩氏の見解

と大差ない。おそらく中南部九州地域においては，縄文

時代の系譜を引く円形竪穴住居'2)が弥生時代まで存続す

るのであろう。本調査区付近は，シラス台地の緩やかな

南斜面に位置し，その等高線に沿い，適度な間隔を保っ

て配置しているように見える(Fig.39)。これが同時期の

構築かという問題も含めて，立地については今後の課題

としたい。

南部九州でも極めて出土の多い弥生時代中期後半段階

の遺物・遡構や，出土の少ない弥生後期の遺構や遺物が

確認されなかったことは特筆される。つまりこの時期，

この桜ケ丘団地地域内には居住域・行動領域がない可能

性がある。これまでの表採資料や発掘資料にも同期の資

料は見当たらない。弥生時代中期後半～後期に平野部へ

と選地する傾向にあるのならば，その背景には，水稲普

及の可能性もあろう。無論，この程度の調査面積では当

時の屯ヶ岡台地上の全ての集団が平野部へと移動してい

たかについては言及できない。やがて，弥生終末期に集

団が再びこの台地に居住域を選地する。桜ケ丘団地地区

は，南部九州地域における弥生時代の居住域の選定を考

えるうえでも重要な遺跡である。

2号住居跡(SK5)における，住居廃絶における祭祁行

為と考えられる状況は，九州地域においても非常に稀で

ある13)当然，南部九州地域では初の報告例である。こ

のように表裏，口底を逆にする状況というのは，何らか

の思想的背景を考えざるを得ない。

次に，土器様式に関して若干の編年上の補足をした

い。現在のところ，南部九州では弥生時代前期に「高橋

I．Ⅱ式」’4)が設定されているが，その様式内容には問

題があることがこれまでにも指摘されている15-16-17)今

回，本報告書では，刻目突帯文系土器が縄文時代末から

主体的に分布することを勘案し，時代幅を持たせ，弥生

時代前期とした。土器の様式として，2号住居跡(SK5)

の出土遺物を一括資料と捉えれば，刻目突帯文を有する

。。
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平成6年度唄査区(1-8区睡治性ウイルス疾患研究センター地蕊地）

昭和62年度田杏区〈1-7.8区凹床研究棟地繁地）o2m
~ 9

Fig.39H-l-8区弥生前期遺構配置図
網掛け部分が，弥生時代前期の遺桐

考えたほうがいいのかもしれない。しかし，北側の状況

は桜ヶ丘団地造成当時の削平が著しく，現状では確認す

ることが不可能な状態にある。

今回の調査によって，当時の生活域の広がりがさらに北

側の範囲にまで及ぶことが分かった。しかしながら，旧

地形が北から南へと傾斜しており，北側は桜ヶ丘団地造
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蕊，壷，厚手の鉢，というセットが見出される。高坪な

どの器種は確認できなかった。特に厚手の鉢(54)は，全

形が窺えないものの,H-I-8区においても出土しており，

重要な位置づけになるのではないかと考えられる。

今回，底部に木葉圧痕のあるものが2点認められた。

2点ともに2号住居(SK5)埋土中よりの出土であるo(50)

はアカメガシワであり，（54)はサルトリイバラの木葉と

考えられるものを用いている。どちらも落葉広葉樹に属

することから，土器製作の時期は，冬を除くことができ

そうである。

中期前半古段階においては，「入来I式」が設定され

ているが，口縁部形態のみでは，前期の土器と区別しが

たいものがある。刻目突帯文を持つ平底の蕊は前期段階

に，中実脚台をもつ刻目突帯文土器は，入来I式という

ような理解が一般的である。型式学的には，口径に対し

て突帯が小さなもの→大きく張り出すもの，というよう

な方向性があり，突帯文上の刻目は，幅が広く深いもの

→幅が狭く浅いもの→無刻目というような傾向にある。

しかしながら，遺跡の出土状況においては，これらはほ

とんどが同層位内において出土し，層位学的な時期差を

求める方法は難しい。3号住居跡(SK6)出土遺物を供伴

性が高いと捉えれば，翌，2形態の壷(63.64)，厚手の

鉢(62)がセットになる可能性がある。

中期前半新段階においては，「入来Ⅱ式」が認められ

るが，これは，基本的に口唇部を平坦，あるいは凹面を

形成するくらいに押さえたものを一括した。今回は，こ

の口縁部形態のものに，刻みを有するものは少なかった

が，鹿児島市内の北麓適跡'8)などには多い。今回は，遺

構内出土遺物として共時性の高い様式のセット関係は捉

えることはできなかったが，翌，小型喪(85-112),壷

(117-118),壷(120),壷(121-122),鉢(113)などがその

状況に近いと考えられる。壷(117-118)などは，弥生時

代後期後半段階の「山ノロI・Ⅱ式」などにも確認され

るが，本調査区においては，山ノロI・Ⅱ式の喪は1点

も得られていない。やはり遡っても入来Ⅱ式のセットと

みなすほうが妥当であろう。また，櫛描波状文の壷片も

全形は窺うことは出来ないが，胴部櫛描波状文出現が中

期前半新段階であることからも'9)，この時期に所属する

ものであろう。

弥生時代終末期の「中津野式」は，蕊，鉢，高坪が得

られたが，壷に関しては1点も得られていない。調査区

全体の出土量も少ないので，その反映と捉えておく。

本遺跡は，未だ漠然とした弥生時代前期～中期前半古

段階の土器編年研究や弥生社会の理解に資する重要な遺

跡である。

サツマ火山テフラ層下位の6層，いわゆる「チョコ

層」の調査も行ったが，今回，後期旧石器時代～縄文時

代草創期に該当する遺物や遺構を確認することは出来な

かった。
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SUMMARY

ThisisthereportofthearchaeologicalexcavationsandsurveysinKagoshima

UniversityKorimotoCampusconductedbyKagoshimaUniversityResearchCenterfor

Archaeologyinthefiscalyear2000fromApril2000toMarch2001.Thisvolumealso

includesthereportoftheexcavationcarriedin1994inanothercampus,Sakuragaoka,

formerlycalledasUsuki

LocationandArchaeologicalBackground

KagoshimaUniversityislocatedinthecentralpartofKagoshimaCity,Kagoshima

Prefecture.Kagoshimahasaveryfamousactivevolcano,Mt.SakurajimainKagoshima

Bayeastofthecity.Itfiercelyeruptsandblastsupahugeamountofashmanytimesa

year.KagoshimaCityconsistsoftwogeomorphologicparts.Thewesternoneishills

coveredmorethanonehundredmetersbythevolcanicash,andtheeasternoneis

alluvialplains.KorimotoCampusisinthelatter.

ThesitesinKorimotoCampusareregisteredasancientvillagesinlateKofun

periodintheseventhandtheeighthcenturies・InSakuragaokaCampusalsoexistthe

sitesinearlyJomonPerioddatedapproximately9500BC,andthoseofYayoiperiod

from300BCtoAD250.

ExcavationinKorimotoCampus

Thecentermadetworescueexcavationsin1999and2000・Oneistheexcavationof

thesiteofGeneralResearchandEducationBuildingcarried住omDecember1999to

August2000,andtheotheristheexcavationofthesiteforlayingwiresandpipesunder

thegroundnearthebuildingfromAugusttoSeptember2000.Theexcavationrevealed

thefieldthatenabledthedocumentationofplantingfurrowsafterthetwelfthcentury,

andaheapofmanysherdsthatbelongedtotheseventhcenturyanda仕erbesidesthe

villageinlateKofunperiod.Theexcavationofthisvillageuncovered101houses

overlapped,fourpits,andaditch.Therealsofoundalotofsherdsandvariousstone

implementsthatincludedarrowheads,axes,whetstones,reapingknivesandspindle

whirls・Acomma-shapedbead,someglassbeadsandasockettedironaxewerealso

collected.

SurveysinKorimotoandSakuragaokaCampuses

Threesurveyswereconductedbythecenterinthetwocampuses.Thetest
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excavationinSakuragaokaCampusrevealedanundisturbedlayerthatcontainedthe

culturalremainsofYayoiperiod・Thisareaissoimportanttorequirethefuturewide

excavationforthereconstructionofhumanactivitiesinYayoiperiodinthisregion.

Appendix̂ExcavationofArea1-8inSakuragaokaCampus

ThecentercarriedtheexcavationofthesiteofChronicViralDiseasesCenter

BuildingofFacultyofMedicinefromMaytoJuly1994.Theexcavationrevealed

culturalremainsandartifactsinthesecondtothefourthlayersthere.Onthesurfaceof

thethirdlayerfourhouses,threeofwhichbelongedtoearlyYayoiperiod,were

excavatedbesidesmanysherds,stonearrowheadsandaspindlewhirl.Anotherhouse

andsomeartifactsincludingsherdsandabrokenstoneaxewerealsofoundbelongingto

lateYayoiperiod.Noremainsandartifactswerefoundhere,whichbelongedtomiddle

Yayoiperiod.Anovenputtogetherbyriverpebblesandclaywasfoundfromthelower

partofthefourthtothefifthlayers.Thesurfaceoftheovenwerechangedredheatedby

hightemperature.ThisovenbelongedtoearlyJomonperiod.OnlyMaebiratypepottery

ofearlyJomonwascollectedinthefourthlayer.

内容提要

本報告書是古文物調査室，於2000年4月至2001年3月的期間内，在鹿児島大学校内遺

跡的緊急桔掘調査，会合調査工作中的腫総報告材料。1994年度桜ケ丘団地1-8区的緊急控

掘調査報告材料作為附録，也一並収録，登載。

大学校内遺跡的地理位置和周囲環境

鹿児島大学校内遺跡，大致位於鹿児島県鹿児島市的中央地帯。鹿児島市的西半部是西位

斯高地，東半部是由西位斯的沖積作用所形成的沖積平原。存有遺跡的郡元団地就位於沖積

平原，桜ケ丘団地就位於西位斯高地上。到現在為止，郡元団地遺跡中，分布着縄文時代，

弥生時代，古代，中世，近世的遺跡。特別是這里也是古墳時代終末期住居跡集中出現的地

区。爾男一方面，桜ヶ丘校園内，明確地存在着従旧石器時代後期到縄文時代草創期，縄文

時代，弥生時代的遺跡。尤其是縄文時代早期的住居跡，弥生前期至中期前半的住居跡正被

人｛門所注目。



郡元団地的柁掘調査

在郡元団地内，進行了2次控掘調査。即総合研究楼建築用地和配合地下管道建設的桔掘

調査。前者是在1999年12月20日･2000年8月11日，後者是在2000年8月21日･9月

26日的期間実施的｡捲掘出了中近世的農田跡，以及古代以後直径達30平方米的遺物堆積遺

跡。最引人注目的是古墳時代後期的住居群落遺跡。可以明確地肯定，在大約1800平方米的

範囲内，稿密地分布着101個住居跡。対於遺物来説，出士了大量的陶器，男外也出土了袋

状鉄斧，勾玉，破璃球，打製磨製石鎌，石斧，砥石，石刀等遺物。対於探討和了解当時社

会人｛門的生活状況，獲得了宝貴的資料。

郡元団地，桜ヶ丘団地的会合調査

即在郡元団地B・C-5．6区配合主要基礎設施工程前的会合調査，桜ケ丘校園内I-J-8

区配合主要基礎設施工程前的会合調査,H･1．K-8-9区為配合新建医学部保健楼進行移樹工

程時的会合調査。特別是在移樹後的K-8区的運動場東南角，属於弥生時代的包含士層較好

地保存了下来。可以認定為弥生時代的陶器片也有少量的出土。這也許是因為原来這里的地

勢比周囲低，爾没有被後人平整過的縁故ﾛ巴。対於運動場，也是今後在古文物桔掘調査時，

需要引起高度重視的地方。

附録:桜ケ丘団地1-8区（疑難性病毒疾病研究中心建築用地）的捲掘調査報告

1994年5月10日至7月2日、古文物調査室配合医学部疑難性病毒疾病研究中心建築工

程、対此進行了緊急捲掘調査。確定了6層基本士層。在第2層至第4層中、有遺構和遺物

出土。在第3層上面、有4処平面呈円形的竪洞住居跡被確定。其中有3処是属於弥生時代

前期的。従住居跡内出土了陶器、打製石斧、打製石錐、紡錘車。1処是属於弥生時代終末期

的。由於在此没有発現属於弥生時代中期後半一後期的遺構和遺物、可以断定在這個時期、人

{門的行動範囲、生存環境有過非常大的変化。

並且、在第4層向下桔掘過程中、確定出了堆石遺跡。這個遺跡比較浅、向下延伸和第5

層交錯在一起。堆石遺跡中的岩石幾乎都是経流水沖刷過的安山岩、因此大概可以認定這些

岩石都是従河床中挑選、集中到這里来的。由於在此只出土了属於縄文時代早期前葉的前平

至式陶器、所以可以認定堆石遺跡也是這個時期的遺跡。
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